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１．はじめに

近年の観測結果から，宮城県の仙台平野では三陸

海岸に比べて津波による被害が少ないと考えられて

いる．しかしながら，歴史記録には，巨大な津波が

仙台平野を襲い沿岸に大きな被害を起こしたという

記述がある．平安時代に編纂された日本三代実録に

は，貞観十一年五月二十六日（西暦（ユリウス暦）

869 年 7 月 9 日）に関して「陸奥国地大震動．流光

如晝隠映．（中略）去海数千百里．浩々不辧其涯俟矣．

原野道路．惣為滄溟．乗船不湟．登山難及．溺死者

千許．資産苗稼．殆無孑遺焉」という記述が残され

ている．これは，陸奥の国において大きな地震動が

あり，その後の津波によって 1000 名以上の溺死者が

でたことを表している．この地震に関係していると

思われる伝承の記録は，茨城県，福島県，宮城県の

沿岸部に広く残されており（渡邉，2000，2001 など），

近年の観測では見られないような巨大な津波であっ

たことが推察される．また，江戸時代には西暦 1611
年慶長津波に代表される大津波が仙台平野を数回

襲ったことが歴史記録の解読から分かっている（都

司・上田，1995）．
独立行政法人産業技術総合研究所・活断層研究セ

ンターでは，文部科学省「宮城県沖地震重点調査観測」

の一環として，宮城県仙台・石巻平野における古津

波の地質学的痕跡を平成 17 年度より調べている．本

論では，平成 17～18 年度において仙台平野（仙台市・

ハンドコアラーを用いた宮城県仙台平野（仙台市・名取市・岩沼市・

亘理町・山元町）における古津波痕跡調査
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名取市・岩沼市・亘理町・山元町）で行ったハンド

コアラー調査の結果について記載する．この作業は，

昨年度の平成19年度活断層・古地震研究報告（第7号）

で報告したハンディジオスライサー調査（澤井ほか，

2007）を補完するために行ったものである．先行研

究（例えば，阿部ほか，1990；Minoura and Nakaya，
1991；菅原ほか 2001，など）に関するまとめは，澤

井ほか（2007）などで繰り返し記述しているため本

論では省略する．

２．調査地域

仙台平野は，浜堤列が発達するタイプの沖積低地

である．澤井ほか（2007）で報告したように，これ

までに浜堤列を横断するような測線を設け，その測

線沿いで小型ジオスライサーによる掘削調査を行っ

た（第 1，2 図の赤丸）．本調査においても，これら

の測線沿いで試料の採取を行った．測線の詳細は，

澤井ほか（2007）を参考にしていただきたい．

３．研究方法

堆積物試料はハンドコアラー（ガウジコアラーお

よびロシアンサンプラー）と細粒～中粒砂用ハンド

オーガーを用いて採取した．採取した試料は現場に

おいて観察し，層相の変化を記載した．

野外調査において地表付近～地下数十 cm に見ら
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れた火山灰層は，十和田 a 火山灰に対比した．十和

田 a 火山灰は 10 世紀頃の東北地方に広域テフラとし

て降下し，東北地域における後期完新世の時間面と

して用いられている（町田・新井，2003）．この火山

灰の降下年代に関して，西暦 869 年という説もある

が（伊藤，1996），本研究では西暦 915 年に降下した

とする説を採用する．

仙台市，亘理町，山元町で得られた試料について，

珪藻化石分析を行った．珪藻の抽出方法は，Sawai
（2001）に従い，産出した珪藻は百分率で表し優占種

についてグラフ化した．珪藻の生態に関する情報は

Kosugi（1987）など既存の文献に従った．

堆積相が変化している層準の上下（特に砂層の上

下）で大型植物化石（種子，葉，枝など）や炭化物

を実体顕微鏡下で拾い出し，放射性炭素年代測定用

の試料とした．大型植物化石は実体顕微鏡下で可能

な限り同定した．放射性炭素年代測定は㈱地球科学

研究所に依頼した．得られた年代測定値は，OxCal 
3.10（Ramsey, 1995, 2001）を用いて暦年補正を行った．

さらにイベント堆積物の年代を推定するため，OxCal
を用いて各イベントの確率分布を再計算した．この

再計算では，個々の年代値を基にイベント堆積物の

上下の層準における平均的確率分布を求め，その値

と地層の上下関係およびテフラ年代を拘束条件とし

ている（例えば，Biasi and Weldon, 1994; Biasi et al., 
2002）．補正のためのデータセットは，Reimer et 
al.（2004）および Hughen et al.（2004）を使用した．

４．堆積物の観察結果と放射性炭素年代測定結果

本章では，層相の変化および炭素年代測定の結果

を記載する．記載は，各測線の海側から陸側に向け

て行う．

仙台市（大沼東－仙台東 IC）測線（第 3, 8-10 図）

地点 060419-13
深さ 0～20 cm は耕作土によって構成される．深さ

20～50 cm は黄色～薄黄色の中粒砂からなるが，深

さ 50 cm より下位では深さ 130 cm まで灰色の中粒～

粗粒砂が見られる．

地点 060419-12
深さ 0～20 cm は耕作土によって構成される．深さ

20～40 cm は黄色の中粒砂からなるが，深さ 40～
130 cm は明灰色の中粒～粗粒砂から構成される．

地点 060419-11
深さ 0～30 cm は耕作土によって構成される．深さ

30～50 cm は黄色～薄黄色の中粒砂からなるが，深

さ 50～70 cm では明灰色の中粒～粗粒砂が確認され

た．

地点 060419-10
深さ 0～30 cm は耕作土によって構成される．深さ

30～49 cm は砂質で褐色の泥層が分布する．この泥

層中には，深さ 45 cm 付近に火山灰層が見られる．

深さ 49～51 cm には，薄黄色で石英質の細粒砂（砂

層 S2）が分布する．深さ 51～52 cm には分解質の泥

炭層が分布し，その下位の深さ 52～120 cm には灰色

～暗灰色の中粒～粗粒砂が見られる．

地点 060419-9
深さ 0～60 cm は耕作土によって構成される．深さ

60～81 cm は黒色の腐植質堆積物からなり，このう

ち 67～68 cm には橙色の火山灰層が見られ，深さ 72
～75 cm には石英質の細粒砂（砂層 S2）がパッチ上

に観察される．深さ 81～90 cm は赤茶色の中粒砂，

深さ 90～110 cm は明灰色の中粒砂，深さ 110～
140 cm は暗灰色の中粒～粗粒砂が確認された．

地点 060419-8
深さ 0～40 cm は耕作土によって構成される．深さ

40～50 cm は黒色の腐植質堆積物からなる．深さ 50
～65 cm は赤茶色の中粒砂，深さ 65～80 cm は黄色

の中粒砂，深さ 80～100 cm は暗灰色～灰色の中粒砂

が確認された．

地点 060419-7
深さ 0～40 cm は耕作土によって構成される．深さ

40～50 cm は黒色の分解質泥炭層からなる．深さ 50
～60 cm は赤茶色の泥層からなり，深さ 60～100 cm
は明灰色の中粒砂が確認された．

地点 060419-6
深さ 0～50 cm は耕作土によって構成される．深さ

50～70 cm は薄黄色の中粒～粗粒砂，深さ 70～
130 cm は明灰色の中粒砂が見られる．

地点 060419-5
深さ 0～10 cm は耕作土によって構成される．深さ

10～40 cm は薄黄色の中粒砂，深さ 40～130 cm は明

灰色の中粒～粗粒砂が見られる．

地点 060419-4
深さ 0～30 cm は耕作土によって構成される．深さ

30～38 cm は黒色の腐植質堆積物からなり，このう

ち深さ 36～37 cm には暗橙色の火山灰層が見られる．

深さ 38～58 cm には橙色の泥層，深さ 58～61 cm に

は石英質の中粒～細粒砂（砂層 S2），深さ 61～65 cm
には黒色の腐植質堆積物が観察される．このうち，

深さ 58～61 cm の砂層は上方細粒化が確認された．

深さ 65～120 cm には灰色の中粒～細粒砂が見られ

る． 
地点 060419-3
深さ 0～15 cm は耕作土によって構成される．深さ

15～40 cm は薄黄色の中粒～粗粒砂，深さ 40～
130 cm は明灰色の中粒砂が見られる．

地点 060419-2
深さ 0～20 cm は耕作土によって構成される．深さ

20～30 cm は薄黄色の粗粒砂，深さ 30～130 cm は明

灰色～灰色の中粒～粗粒砂が見られる．

地点 060419-1
深さ 0～15 cm は耕作土によって構成される．深さ

15～30 cm は薄黄色の粗粒砂，深さ 30～130 cm は明
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灰色～灰色の中粒～粗粒砂が見られる．

地点 060413-2
深さ 0～30 cm は耕作土によって構成される．深さ

30～33 cm には黒色～黒灰色の腐植質堆積物が観察

され，深さ 33～35 cm には薄橙色の火山灰層が確認

された．この火山灰層の直下の深さ 35～40 cm には，

石英質の細粒砂層（砂層 S2）が観察された．深さ 40
～100 cm には薄黄色の細粒～中粒砂が分布し，上位

の石英質砂層との境界は明瞭である．

地点 060413-3
深さ 0～30 cm は耕作土によって構成される．深さ

30～33 cm には黒色～黒灰色の腐植質堆積物が観察

され，深さ 33～36 cm には暗橙色の火山灰層が確認

された．この火山灰層直下の深さ 36～40 cm には，

黒色で細粒砂を多く含む腐植質堆積物が分布する．

深さ 40～45 cm には石英質の細粒砂層（砂層 S2）が

観察され，この砂層には上方細粒化が確認された．

深さ 45～50 cm には再び黒色の腐植質堆積物が見ら

れるようになり，さらにその下位の深さ 50～60 cm
には薄黄色の細粒～中粒砂が観察された．

地点 060413-4
深さ 0～25 cm は耕作土によって構成される．深さ

25～37 cm には黒色～暗茶色の腐植質泥層が分布し，

このうち深さ 32～34 cm 付近に火山灰層がパッチ状

に分布する．深さ 37～44 cm には石英質細粒～中粒

砂（砂層 S2）が観察され，この砂層には上方細粒化

が確認された．この砂層の直下の深さ 44～47 cm に

は黒色の分解質腐植質堆積物が見られ，さらにその

下位の深さ 47～60 cm には薄黄色の中粒砂が観察さ

れた．

地点 060413-5
本地点では，表層から深さ 90 cm まで耕作土およ

び盛土が確認された．

地点 060413-6
深さ 0～18 cm は耕作土によって構成される．深さ

18～26 cm は黒色の腐植質堆積物からなる．この腐

植層には，深さ 19 cm および 23 cm 付近に薄黄色の

細粒砂が見られた．深さ 26～36 cm には細粒～粗粒

砂が分布し，この砂層における下位の地層境界は明

瞭で，砂層中には上方細粒化が確認された．この砂

層より下位の深さ 36～42 cm では，黒色の泥質の腐

植質堆積物が観察された．深さ 42～45 cm には明灰

色の中粒砂が分布するが，この砂層中でも若干の上

方細粒化が確認された．また，上位の砂層と同様に，

深さ 42～45 cm の砂層における下位の地層境界は明

瞭であった．深さ 45～51 cm には明灰色の極細粒砂

を多く含む泥層が見られ，この泥層は下位にむけて

徐々に砂分を増していく．深さ 51～130 cm は中粒～

粗粒砂から構成される．この砂層中には大きな粒度

変化が見られないが，色調が黄色（深さ 51～90 cm）

から明灰色～灰色（90～130 cm）へと変化するのが

観察された．

地点 060413-7
深さ 0～14 cm は耕作土によって構成される．深さ

14～22 cm は黒色の腐植質堆積物からなる．この腐

植層には，深さ 21 cm に石英質の細粒砂が確認され

た．深さ 22～38 cm では砂分を多く含む明灰色の泥

層が見られ，この泥層中には深さ 25 cm および

32 cm 付近に炭素片が確認された．深さ 32～75 cm
は暗茶色の粗粒砂からなり，この砂層中には泥偽礫

や根茎が多く含まれる．深さ 75～80 cm にかけてこ

の砂層中の植物片や泥分が減少していき，深さ 80～
140 cm では明灰色の石英質中粒～粗粒砂から構成さ

れるようになる．

地点 060419-14
深さ 0～30 cm は耕作土によって構成される．深さ

30～60 cm は黒色の腐植質堆積物からなる．この腐

植層のうち，深さ 39～41 cm には暗橙色の火山灰層，

深さ 48～50 cm には石英質の細粒砂層（砂層 S2），
深さ 55～57 cm には暗灰色の泥層が見られる．深さ

48～50 cm の細粒砂層における下位の地層境界は明

瞭で，砂層中には上方細粒化が確認された．深さ 60
～70 cm は石英質の中粒砂層により構成され，この

砂層には多くの根茎が含まれる．深さ 70～100 cm に

は暗灰色の粗粒砂層が分布する．

地点 060419-15
深さ 0～20 cm は耕作土によって構成される．深さ

20～37 cm は黒色の腐植質堆積物からなるが，この

うち深さ 30～36 cm には細粒～中粒砂（砂層 S2）が

分布する．この砂層における下位の地層境界は明瞭

であり，砂層中には上方細粒化が確認された．深さ

36～43 cm には暗灰色の泥層が見られ，この下位の

深さ 43～50 cm には石英質の細粒～中粒砂（砂層

S3）が分布する．この砂層においても，上位の砂層

と同様に明瞭な下位の地層境界と上方細粒化が見ら

れた．深さ 50～60 cm には明茶色の腐植に富んだ泥

層が分布し，この泥層の腐植質成分は下位に向けて

減じていく．深さ 60～67 cm には暗灰色の泥層が見

られ，それより下位の深さ 67～130 cm には泥質砂層

あるいは中粒～粗粒の砂層が分布する．この砂層は，

下位に向けて泥分が減じていく．さらに，色調も赤

茶色（深さ 70～80 cm）から灰色～暗灰色（80～
130 cm）と変化していくのが観察された．

地点 060419-16
深さ 0～15 cm は耕作土によって構成される．深さ

15～43 cm は黒色の腐植質堆積物からなるが，この

うち深さ 24～26 cm には白色の火山灰層，深さ 32～
34 cm には石英質の細粒砂層（砂層 S2）が確認された．

この砂層における下位の地層境界は明瞭であり，砂

層中には若干の上方細粒化が見られる．深さ 43～
49 cm には再び石英質の細粒～中粒砂（砂層 S3）が

観察され，この砂層でも上位の砂層と同様に，明瞭

な下位の地層境界と上方細粒化が確認された．深さ

49～64 cm には黒色～明茶色の腐植に富んだ泥層が



澤井祐紀・宍倉正展・小松原純子

20

ハンドコアラーを用いた宮城県仙台平野（仙台市・名取市・岩沼市・亘理町・山元町）における古津波痕跡調査

分布し，これより下位（64～120 cm）には灰色～暗

灰色の泥質中粒砂あるいは中粒～粗粒砂が見られる．

この砂層のうち，深さ 64～70 cm には根茎が多く見

られる．

地点 060419-17
深さ 0～22 cm は耕作土によって構成される．深さ

22～40 cm は黒色の腐植質堆積物からなるが，この

うち深さ 24～25 cm には白色の火山灰層，深さ 34～
36 cm には石英質の細粒砂層（砂層 S2）が確認された．

この砂層における下位の地層境界は明瞭であり，砂

層中には若干の上方細粒化が見られる．深さ 40～
43 cm には再び石英質の細粒～中粒砂（砂層 S3）が

観察され，この砂層でも明瞭な下位の地層境界と上

方細粒化は確認された．深さ 43～60 cm には黒ある

いは明茶色の腐植に富んだ泥層が分布し，これより

下位の深さ 60～100 cm には明灰色あるいは暗灰色の

中粒～粗粒砂が確認された．このうち，深さ 60～
70 cm 周辺には多くの根茎が観察された．

地点 060421-1
深さ 0～23 cm は耕作土によって構成される．深さ

23～52 cm は黒色の腐植質堆積物からなるが，この

うち深さ 29～32 cm には薄橙色の火山灰層が確認さ

れた．深さ 52～56 cm には石英質の細粒～中粒砂（砂

層 S2）が見られるが，この砂層には上方細粒化が観

察された．深さ 56～73 cm には黒色あるいは薄茶色

の腐植に富んだ泥層が分布するが，このうち深さ 60
～62 cm には細粒砂（砂層 S3）が挟まれる．また，

深さ 56～60 cm には多くの砂が含まれるのが特徴的

である．この泥層の下位の深さ 72～100 cm には，赤

茶色～明灰色の泥質細粒砂あるいは細粒砂が分布す

る．

地点 060421-2
深さ 0～18 cm は耕作土によって構成される．深さ

18～42 cm は黒色の腐植質堆積物からなるが，この

うち深さ 24～26 cm には暗橙色の火山灰層，深さ 35
～37 cm には細粒砂（砂層 S2）が確認された．深さ

35～37 cm の砂層における下位の地層境界は明瞭で

あった．深さ 42～89 cm は暗灰黒色の腐植に富んだ

泥層からなるが，このうち深さ 50～56 cm には石英

質の細粒～中粒砂（砂層 S3）が分布する．この砂層

における下位の地層境界は明瞭で，砂層中には上方

細粒化が認められた．深さ 89～130 cm には中粒～粗

粒砂が分布するが，深さ 89～100 cm 付近では泥分が

多くなり，また根茎が多く含まれる． 
地点 060421-3
深さ 0～21 cm は耕作土によって構成される．深さ

21～42 cm は黒色の腐植質堆積物からなるが，この

うち深さ 25～26 cm には暗橙色の火山灰層が確認さ

れた．また，深さ 38～39 cm には細粒砂層（砂層

S2）が見られ，この砂層における下位の地層境界は

明瞭であった．深さ 42～98 cm は明茶色～暗灰黒色

の腐植に富んだ泥層からなるが，このうち深さ 54～

60 cm には石英質の細粒～中粒砂（砂層 S3）が分布し，

この砂層には上方細粒化が見られた．98～100 cm で

は下位に向けて砂分が増加していき，深さ 100～
120 cm では暗灰色の中粒砂となる． 
地点 060421-4
深さ 0～11 cm は耕作土によって構成される．深さ

11～54 cm は黒色の腐植質堆積物からなるが，この

うち深さ 19～21 cm には暗橙色の火山灰層，深さ 39
～40 cm および深さ 49～50 cm には石英質の細粒砂

層（砂層 S2）が確認され，これらの砂層における下

位の地層境界は明瞭であった．深さ 54～87 cm は暗

灰黒色～暗オリーブ色の腐植に富んだ泥層からなり，

このうち深さ 70～77 cm には石英質の細粒～中粒砂

（砂層 S3）が見られた．この砂層における下位の地

層境界は明瞭であり，砂層中には上方細粒化が認め

られた．深さ 87～100 cm では，灰色の泥層と茶色の

有機質に富んだ泥層の互層が特徴的に見られ，この

互層の下位（深さ 100～110 cm）には上方細粒化の

認められる中粒～細粒砂（砂層 S4）が分布する．こ

の砂層における下位の地層境界は明瞭である．砂層

のさらに下位では，薄い砂層（深さ 110～112 cm）（砂

層 S5）を挟んだ後，明灰色あるいは暗灰色の中粒砂

が分布するようになる（深さ 112～130 cm）．

地点 060421-5
深さ 0～20 cm は耕作土によって構成される．深さ

20～44 cm は黒色あるいは茶色の腐植質堆積物から

なるが，このうち深さ 23～25 cm には暗橙色の火山

灰層，深さ 30～31 cm には石英質の細粒砂層（砂層

S2）が確認された．深さ 30～31 cm の砂層における

下位の地層境界は明瞭であった．深さ 44～54 cm に

は石英質の泥質細粒～中粒砂（砂層 S3）が見られ，

この砂層には明瞭な下位の地層境界と上方細粒化が

確認された．また，この砂層中の深さ 44～50 cm に

おいては，泥分が多く含まれるのが特徴的である．

深さ 54～85 cm は暗灰黒色～明茶色の腐植に富んだ

泥層からなり，このうち深さ 68～75 cm には石英質

の細粒～中粒砂（砂層 S4）が見られた．この砂層に

おいても，上位の砂層と同様に明瞭な下位の地層境

界と上方細粒化が見られる．深さ 85～112 cm では，

灰色の泥層と黒色の有機質に富んだ泥層の互層が特

徴的に見られるが，深さ 112～120 cm では黒色の腐

植質泥に変化する．深さ 120～135 cm では，再び明

瞭な下位の地層境界と上方細粒化が特徴的な細粒砂

～中粒砂（砂層 S5）が見られるようになる．この砂

層の下位には，黒色の薄い腐植質堆積物（深さ 135
～138 cm，深さ 141～145 cm）と暗灰色の細粒～中

粒 砂（ 深 さ 138～141 cm； 砂 層 S6， 深 さ 145～
160 cm）が観察された．

地点 060421-6
深さ 0～17 cm は耕作土によって構成される．深さ

17～41 cm は黒色あるいは暗茶色の腐植質堆積物か

らなるが，このうち深さ 20～23 cm には暗橙色の火
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山灰層，深さ 24.5～25 cm には石英質の細粒砂層（砂

層 S2）が確認された．深さ 41～50 cm においても，

上位の地層と同様に暗茶色の腐植質堆積物が分布す

るが，ここでは多くの砂が含まれることで上位と区

別される．深さ 50～58 cm では細粒～中粒砂（砂層

S3）が見られ，この砂層における下位の地層境界は

明瞭である．また，この砂層中には上方細粒化が認

められた．深さ 58～89 cm では，暗茶色あるいは暗

灰色の腐植に富んだ泥層が分布し，この泥層中には

深さ 77～79 cmに細粒～中粒砂（砂層 S4）が挟まれる．

この砂層においても，明瞭な下位の地層境界と上方

細粒化が認められた．深さ 89～110 cm では灰色の泥

層と茶色の有機質に富んだ泥層の互層が特徴的に見

られ，この互層の下位では，深さ 110～120 cm にか

けて徐々に暗灰色の有機質に富んだ泥層に変化して

いく．さらにこの泥層は，深さ 130 cm より下位で砂

質へと変化していく．深さ 140～147 cm では石英質

の細粒～中粒砂（砂層 S5）から構成されるようにな

り，この砂層では明瞭な下位の地層境界および上方

細粒化が特徴的である．深さ 147～159 cm では暗茶

色の泥炭層が分布し，この泥炭層中には深さ 150～
150.5  cm に薄い細粒砂層（砂層 S6）が見られる．深

さ 159～164 cm では，灰色の淘汰の悪い中粒～粗粒

砂が見られたが，この砂層の基底を確認することは

できなかった．

この地点で得られた放射性炭素年代は，以下の通

りである．深さ 25～27 cm（炭化物）：1280±40 yBP，
深さ 59～61 cm（炭化物）：2290±40 yBP，深さ 73～
75 cm（種子）：2470±40 yBP，深さ 127～129 cm（炭

化物）：2810±40 yBP（第 1 表）． 
地点 060421-7
深さ 0～12 cm は耕作土によって構成される．深さ

12～40 cm は黒色の腐植質堆積物からなるが，この

うち深さ 19～20 cm には暗橙色の火山灰層，深さ

22.5～23 cm には石英質の薄い細粒砂層（砂層 S2）
が確認された．深さ 40～43 cm においても石英質の

細粒～中粒砂（砂層 S3）が観察され，この砂層（深

さ 40～43 cm）における下位の地層境界は明瞭であっ

た．また，砂層中には上方細粒化が確認された．深

さ 43～57 cm には暗茶色の腐植に富んだ泥層が分布

するが，この泥層中には砂が散在するのが見られた．

この泥層の下位（深さ 57～60 cm）には石英質の細

粒～中粒砂（砂層 S4）が分布し，この砂層には上位

の砂層と同様に明瞭な下位の地層境界と上方細粒化

が確認された．深さ 60～100 cm では明茶色の腐植に

富んだ泥層が観察され，深さ 100～120 cm では，腐

植の少ない灰色泥層と腐植に富んだ茶色泥層の互層

へと変化する．この互層の下位では，深さ 120～
157 cm に黒色の腐植質堆積物あるいは腐植質成分に

富んだ泥層が分布するが，この腐植質堆積物中には

石英質の細粒～中粒砂層（深さ 132～141 cm；砂層

S5，深さ 146～147 cm；砂層 S6）が見られた．これ

らの砂層における下位の地層境界は明瞭であった．

深さ 157～180 cm では，暗灰色で淘汰の悪い泥質中

粒～粗粒砂が分布する．

地点 060421-8
深さ 0～29 cm は耕作土によって構成される．深さ

29～85 cm は黒色の腐植質堆積物からなるが，この

うち深さ 30～32 cm には暗橙色の火山灰層が確認さ

れた．また，深さ 36 cm 付近と深さ 45 cm 付近には

極細粒～細粒砂（砂層 S2，S3）が散在するのが見ら

れた．深さ 85～86 cm には細粒砂層（砂層 S4）が分

布し，この砂層は明瞭な下位の地層境界と石英質で

あることが特徴である．深さ 86～106 cm は茶色～明

灰色の腐植に富んだ泥層からなるが，この泥層は深

さ 106～132 cm において腐植質成分の少ない灰色の

泥層との互層を形成するようになる．深さ 132～
134 cm には細粒砂層（砂層 S5）が見られ，この砂層

における下位の地層境界は明瞭である．この砂層よ

り下位の深さ 134～144 cm では，泥層から腐植質堆

積物に急激に変化する．深さ 144～151 cm では石英

質の細粒～中粒砂層（砂層 S6）が見られ，この砂層

では明瞭な下位の地層境界と上方細粒化が特徴的に

観察された．深さ 151～161 cm では再び黒色の腐植

質堆積物が見られるようになり，この腐植質堆積物

中には薄い細粒砂層（深さ 157～158 cm；砂層 S7）
が確認された．深さ 161～180 cm では，暗灰色で泥

質の中粒～粗粒砂層が観察された．この砂層の淘汰

は非常に悪い． 
地点 060421-9
深さ 0～20 cm は耕作土によって構成される．深さ

20～60 cm は黒色の腐植質堆積物からなるが，この

うち深さ 27～29 cm には暗橙色の火山灰層が確認さ

れた．また，深さ 50 cm 付近には極細粒～細粒砂（砂

層 S2）が散在するのが見られた．深さ 60～69 cm も

細粒砂を多く含む腐植質堆積物（砂層 S3）からなる

が，この砂質層は下位に向けて砂質成分が多くなり

深さ 69～70 cm で細粒砂層（砂層 S4）となる．この

細粒砂層における下位の地層境界は明瞭である．深

さ 70～130 cm では茶色あるいは暗灰黒色の有機質に

富んだ泥層からなり，この泥層にも薄い細粒砂層（深

さ 74～76 cm；砂層 S5）が挟まれる．この砂層にお

いても，下位の地層境界は明瞭であった．深さ 130
～144 cm では上位より腐植質成分が増し，色調も黒

がかってくる．この腐植質層の直下である深さ 144
～173 cm では，腐植質成分の少ない灰色泥層と腐植

の多い黒色泥層が互層を形成するようになり，この

泥層中にも明瞭な下位の地層境界と上方細粒化が特

徴的な石英質の細粒～中粒砂層（砂層 S6）が確認さ

れた（深さ 158～164 cm）．深さ 173～174.5 cm では

細粒砂層（砂層 S7）が観察されるが，この砂層中に

おいても明瞭な下位の地層境界と上方細粒化が見ら

れた．この砂層の直下（深さ 174.5～182 cm）には，

黒色あるいは暗灰黒色の泥層がみられ，深さ 182～
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200 cm になると暗灰色で泥質の中粒～粗粒砂層とな

る．この砂層の淘汰度は低い．

地点 060421-10
深さ 0～30 cm は耕作土によって構成される．深さ

30～106 cm は黒色の未分解の植物片を多く含んだ腐

植質堆積物からなり，このうち深さ 57～58 cm には

暗橙色の火山灰層が確認された．また，深さ 65 cm
付近には細粒～極細粒砂（砂層 S2）の散在，深さ 72
～75 cm には明瞭な下位の地層境界と上方細粒化が

特徴的な石英質の細粒～中粒砂層（砂層 S3）が見ら

れた．深さ 106～108 cm には石英質の中粒砂層（砂

層 S4）が分布し，この地層における下位の地層境界

は明瞭である．この砂層の上下で層相は大きく変化

し，砂層の上位と比較して分解質で茶色あるいは暗

灰黒色の腐植質成分に富んだ泥層となる（深さ 108
～160 cm）．この腐植質泥層のうち，深さ 155～
155.5 cm 付近では細粒砂（砂層 S5）が観察された．

深さ 160～166 cm では腐植質成分の少ない灰色泥層

と腐植の富んだ黒色泥層が互層を形成するようにな

る．深さ 166～170 cm では石英質の細粒～中粒砂（砂

層 S6）が分布し，この砂層では明瞭な下位の地層境

界と上方細粒化が特徴的である．深さ 170～182 cm
には暗茶色の腐植質堆積物からなり，このうち深さ

180 cm 付近には薄い細粒砂層（砂層 S7）が確認され

た．深さ 182～200 cm には暗灰色で泥質の中粒～粗

粒砂層が分布する．

地点 060421-11
深さ 0～30 cm は耕作土によって構成される．深さ

30～53 cm は黒色の未分解質泥炭層からなり，この

うち深さ 44 cm 付近には細粒砂が散在（砂層 S2）す

るのが特徴的に見られる．深さ 53～60 cm には中粒

～細粒砂層（砂層 S3）が分布し，砂層中では明瞭な

下位の地層境界と上方細粒化が特徴的に見られた．

この砂層の上下の地層では堆積物の分解度が大きく

変化し，砂層の下位の深さ 60～70 cm では上位とは

対照的な分解質の泥炭層となる．この分解質泥炭層

は，下位に向けて再び未分解質になっていく（深さ

70～80 cm）．深さ 80～90 cm には石英質の細粒～中

粒砂（砂層 S4）が分布し，この砂層には明瞭な下位

の地層境界と上方細粒化が確認された．深さ 90～
176 cm には黒あるいは灰色の腐植に富んだ泥層が分

布し，このうち深さ 140～156 cm 付近では腐植質成

分の少ない灰色泥層と腐植の富んだ黒色泥層が互層

を形成するのが見られた．また，深さ 156～164 cm
および深さ 166～173 cm では細粒～中粒砂層（砂層

S5，6）が確認され，共に砂層中において明瞭な下位

の地層境界と上方細粒化が見られた．深さ 176～
200 cm には暗灰色の泥質粗粒～中粒砂が分布する．

この地点で得られた放射性炭素年代は，以下の通

りである．深さ 44～47 cm（炭化物）：1820±40 yBP，
深さ 51～52 cm（炭化物）：2120±40 yBP，深さ 77～
79 cm（炭化物）：2540±40 yBP（第 1 表）．

地点 060421-12
深さ 0～30 cm は耕作土によって構成される．深さ

30～49 cm は黒色の腐植質堆積物からなり，このう

ち深さ 32～33 cm には暗橙色の火山灰層が確認され

た．また，深さ 42～43 cm には石英質の細粒砂層（砂

層 S2）が見られた．この砂層には明瞭な下位の地層

境界と若干の上方細粒化が認められる．深さ 49～
51 cm には，深さ 42～43 cm と同様に，明瞭な下位

の地層境界と上方細粒化が特徴的な石英質の細粒砂

層（砂層 S3）が見られた．深さ 51～94 cm は黒ある

いは暗灰黒色の腐植質成分に富んだ泥層が分布し，

この泥層の中に石英質の細粒～中粒砂（砂層 S4）が

観察された（深さ 66～70 cm）．この砂層においても，

下位の地層境界は明瞭であった．深さ 94～140 cm で

は，腐植質成分の少ない灰色泥層と腐植の富んだ黒

色泥層が互層を形成するのが見られた．深さ 140～
166 cm では黒あるいは暗灰黒色の腐植質成分に富ん

だ泥層が分布し，この泥層の中に石英質の細粒～中

粒砂が観察された．（深さ 149～151 cm；砂層 S5，深

さ 156～164 cm；砂層 S6）．これらの砂層における下

位の地層境界は明瞭であった．深さ 166～190 cm に

は暗灰色の中粒～粗粒砂層が分布する．

地点 060421-13
深さ 0～30 cm は耕作土によって構成される．深さ

30～70 cm は明黄色の砂質泥層から構成されるが，

このうち深さ 40 cm 付近，45 cm 付近，53～54 cm，

60～65 cm，68 cm 付近は上下の地層より砂質成分が

増加する．深さ 70～180 cm は，全体的に腐植に富ん

だ泥層からなる．

地点 060421-14
深さ 0～18 cm は耕作土によって構成される．深さ

18～27 cm は黒色の腐植質堆積物からなり，このう

ち深さ 20～21 cm には石英質の細粒砂層（砂層 S2）
が見られた．この砂層における下位の地層境界は明

瞭であった．深さ 27～36 cm では，多重級化構造を

持った石英質の細粒～中粒砂層（砂層 S3）が見られ

る．この砂層においても，下位の地層境界は明瞭で

あった．深さ 36～47 cm では黒色の腐植に富んだ泥

層が分布し，この泥層は下位に向けて砂質となる．

深さ 47～70 cm では明黄色の泥質砂層となり，この

砂層中の深さ 52 cm，56 cm，63～65 cm，69 cm 付近

では上下の地層より粗粒となる．深さ 70～80 cm に

かけてさらに砂成分は増加し，深さ 80～103 cm で明

灰色の細粒～極細粒砂になる．深さ 103～160 cm で

は暗灰黒色あるいは明灰色の腐植に富んだ泥層が観

察されるが，深さ 160～190 cm では再び砂層（中粒

～粗粒砂）となる．

地点 060421-15
深さ 0～13 cm は耕作土によって構成される．深さ

13～32 cm は黒色の泥炭層からなり，このうち深さ

20～23 cm には白色の火山灰層，深さ 28～29 cm に

は石英質の細粒砂層（砂層 S2）が見られた．この砂
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層における下位の地層境界は明瞭であった．また，

深さ 32～40 cm においても明瞭な下位の地層境界と

上方細粒化が特徴的な石英質の細粒～中粒砂層（砂

層 S3）が分布する．深さ 40～65 cm は黒色あるいは

暗灰黒色の腐植に富んだ泥層が見られるが，この泥

層のうち深さ 55～58 cm 付近では上下の地層より砂

質成分が増加する．深さ 65～72 cm にかけて砂質成

分が増加し，深さ 72～95 cm では明灰色あるいは灰

色の泥質細粒砂層となる．この砂層のうち，深さ

70 cm 付近では細礫が認められた．深さ 95～105 cm
は極細粒砂より構成されるが，植物片からなるラミ

ナが特徴的である．深さ 105～120 cm では灰色で泥

質の粗粒～中粒砂からなるが，所々淘汰が悪くなる．

地点 060421-16
深さ 0～30 cm は耕作土によって構成される．この

耕作土の直下には暗橙色の火山灰層が見られ（深さ

30～32 cm），さらにその下位には黒色の腐植質堆積

物が観察された．この腐植質堆積物中では，深さ

50 cm 付近，59 cm 付近，65 cm 付近で上下の地層よ

り砂質となる．この腐植質堆積物は，深さ 70～
80 cm にかけて徐々に砂質になり，深さ 80～130 cm
で明黄色の中粒砂となる．

地点 060421-17
深さ 0～20 cm は耕作土によって構成される．深さ

20～65 cm は黒色の腐植質堆積物からなり，このう

ち深さ 28～30 cm には暗橙色の火山灰層，深さ 39～
49 cm 付近には細粒砂の散在（砂層 S3 ？），深さ 55
～77 cm には石英質の細粒砂層（砂層 S4 ？）が見ら

れた．深さ 55～77 cm の砂層における下位の地層境

界は明瞭であった．深さ 65～83 cm にかけて堆積物

は泥分を増し，深さ 83～120 cm において腐植に富ん

だ泥層となる．深さ 120～164 cm では，腐植質成分

の少ない灰色泥層と腐植の富んだ黒色泥層が互層を

形成するのが見られる．深さ 164～205 cm では再び

腐植に富んだ泥層へと変化し，それより下位の深さ

205～230 cm では黒色で腐食に富んだ極細粒砂層と

なる．この極細粒砂層のなかには，石英質の薄い細

粒砂層（深さ 212～213 cm，深さ 216～217 cm）が挟

まれる．これらの薄い砂層における下位の地層境界

は明瞭である．深さ 230～240 cm では腐植に富んだ

泥層となり，下位の深さ 240～260 cm ではヨシの根

茎を多く含む泥質の細粒～中粒砂層となる．

地点 060421-18
深さ 0～20 cm は耕作土によって構成される．深さ

20～55 cm は黒色の腐植質堆積物からなり，このう

ち深さ 36.5～37.5 cm には暗橙色の火山灰層，深さ

39 cm 付近には細粒砂の散在（砂層 S3 ？），深さ 47
～48 cm には石英質の細粒砂層（砂層 S4 ？）が見ら

れた．深さ 47～48 cm の砂層における下位の地層境

界は明瞭である．堆積物は深さ 55～70 cm にかけて

一時的に泥分を増すが，深さ 70～93 cm では再び黒

色の腐植質となる．この腐植質層の直下には石英質

で明瞭な下位の地層境界を持つ細粒砂層が見られ（深

さ 93～94 cm），この砂層の直下から深さ 153 cm まで，

堆積物は腐植質成分の少ない灰色泥層と腐植の富ん

だ黒色泥層が互層を形成するようになる．深さ 153
～176 cm では下位に向けて徐々に繊維質となり，深

さ 178 cm 付近において植物片の密集層が見られるよ

うになる．深さ 178～215 cm では灰黒色の腐植に富

んだ泥層から構成され，深さ 215～252 cm は黒色の

極細粒砂あるいは泥層からなる．このうち，深さ

220～224 cm，深さ 247～250 cm では石英質の細粒砂

層が特徴的に見られた．これらの砂層における下位

の地層境界は明瞭である．深さ 252～280 cm では，

茶色あるいは暗茶色で腐植に富んだ細粒～泥質中粒

砂層が見られる．この砂層中には，ヨシの根茎が多

く見られた．

この地点で得られた放射性炭素年代は，以下の通

りである．深さ 38～39 cm（炭化物）：1710±40 yBP，
深さ 45～46 cm（炭化物）：1970±40 yBP（第 1 表）．

仙台市（南長沼東－霞の目）測線（第 3, 4, 11-13 図）

地点 060415-1
深さ 0～20 cm は耕作土によって構成される．深さ

20～100 cm は黄色～薄黄色の粗粒砂からなることが

確認された．

地点 060415-2
深さ 0～20 cm は耕作土によって構成される．深さ

20～40 cm は黒色の腐植質堆積物からなり，深さ 40
～100 cm は明灰色で石英質の粗粒～中粒砂から構成

される．

地点 060415-3
深さ 0～14 cm は耕作土によって構成される．深さ

14～24 cm は黒色の腐植質堆積物からなるが，この

うち深さ 22～23 cm では中粒～細粒砂層（砂層 S1）
が見られた．深さ 24～29 cm には明橙色の火山灰層

が分布し，この火山灰層の直下には薄い石英質の中

粒 砂 層（ 砂 層 S2） が 観 察 さ れ た（ 深 さ 29～
29.5 cm）．この薄い砂層の下位には，黒色の腐植質

堆積物（深さ 29.5～30 cm，深さ 32～33 cm），石英

質の中粒砂層（深さ 30～32 cm；砂層 S3 ？）が見ら

れた．深さ 33～60 cm は薄黄色の粗粒砂が分布する．

地点 060415-4
深さ 0～19 cm は耕作土によって構成される．深さ

19～21 cm には明橙色の火山灰層が分布し，この火

山灰層の直下から深さ 100 cm までは暗黄色の粗粒砂

あるいは中粒砂からなることが確認された．

地点 060415-5
　深さ 0～38 cm は耕作土によって構成される．深

さ 38～49 cm には黒色の腐植質堆積物が分布し，こ

のうち深さ 46～47 cm には石英質の細粒砂層（砂層

S1）が見られる．深さ 49～50 cm には明橙色の火山

灰層が分布し，この火山灰層の直下から深さ 70 cm
までは暗黄色の粗粒砂が見られる．
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地点 060415-6
深さ 0～20 cm は耕作土によって構成される．深さ

20～33 cm は黒色の腐植質堆積物からなり，このう

ち深さ 29～31 cm には暗橙色の火山灰層が観察され

た．深さ 33～67 cm には厚い石英質の砂層（砂層

S2）が見られ，この砂層は中粒砂から細粒砂へと上

方細粒化する．深さ 67～90 cm には暗茶色の泥炭層

が分布し，この泥炭層のなかには深さ 78～80 cm に

細粒砂層（砂層 S3）が認められた．深さ 90～140 cm
には灰色の中粒～細粒砂層が見られる． 
地点 060415-7
深さ 0～22 cm は耕作土によって構成される．深さ

22～39 cm は黒色の腐植質堆積物からなり，このう

ち深さ 37～38 cm には暗橙色の火山灰層が観察され

た．また，深さ 30 cm 付近には偽礫状の火山灰も見

られた．火山灰層の直下には，植物片を多く含む泥

質細粒砂（砂層 S2）が分布する（深さ 39～44 cm）．

この砂層の下位では，深さ 44～46 cm に黒色の泥炭

層が分布するが，さらにその下の深さ 46～64 cm に

は厚い石英質の砂層（砂層 S3）が見られる．この砂

層は中粒砂から細粒砂へと上方細粒化し，最上部で

は泥質の砂層へとなる．深さ 64～75 cm では再び黒

色泥炭層が見られるようになるが，この泥炭層は深

さ 75～85 cm にかけて徐々に砂質となり，深さ 85～
120 cm で灰色の中粒あるいは粗粒砂層へと変化す

る．　

地点 060415-9
深さ 0～45 cm は耕作土によって構成される．深さ

45～68 cm は黒色の腐植質堆積物からなり，このう

ち深さ 50～51 cm には明黄色の火山灰層，深さ 58～
59 cm，63～65 cm には石英質の細粒砂層（砂層 S2，3）
が観察された．深さ 68～75 cm にかけて堆積物は砂

質となり，深さ 75～130 cm では灰色の中粒砂層が分

布するようになる．

地点 060415-8
深さ 0～50 cm は耕作土によって構成される．深さ

50～75 cm は黒色の泥炭層からなり，このうち深さ

59～61 cm には明黄色の火山灰層，深さ 63.5～
64 cm，68～69 cm には石英質の細粒砂層が観察され

た（砂層 S2，3）．深さ 75～130 cm には灰色の中粒

砂層が確認された．

地点 060415-10
深さ 0～50 cm は耕作土によって構成される．深さ

50～70 cm は黄色～薄黄色の中粒～細粒砂，深さ 70
～100 cm は灰色の中粒砂からなることが確認され

た．

地点 060415-11
深さ 0～20 cm は耕作土によって構成される．深さ

20～40 cm は黄色～薄黄色の中粒～細粒砂，深さ 40
～100 cm は灰色の中粒砂からなることが確認され

た．

地点 060415-12
深さ 0～27 cm は耕作土によって構成される．深さ

27～40 cm には黒色の腐植を多く含む細粒砂，40～
60 cm は黄色～薄黄色の中粒～細粒砂，深さ 60～
100 cm は灰色の中粒砂からなることが確認された．

地点 060415-13
深さ 0～15 cm は耕作土によって構成される．深さ

15～100 cm は灰色の粗粒砂からなることが確認され

た．

地点 060415-14
深さ 0～12 cm は耕作土によって構成される．深さ

12～100 cm は灰色の粗粒砂からなることが確認され

た．

地点 060415-15
深さ 0～10 cm は耕作土によって構成される．深さ

10～35 cm は黒色の腐植質堆積物からなり，このう

ち深さ 21～23 cm には明橙色の火山灰層，深さ 24.5
～25 cm および深さ 28～31 cm には細粒砂層が見ら

れた（砂層 S2，3）．深さ 35～55 cm には石英質の砂

層が見られるが（砂層 S4），この砂層は下部から上

部にかけて，中粒砂 細粒砂（深さ 50～55 cm），

偽礫状の泥を多く含む泥質細粒砂（深さ 43～
50 cm），植物片を多く含む泥質細粒砂層（深さ 35～
43 cm）と変化する．深さ 55～64 cm には腐植を含ん

だ泥層が分布し，この泥層の下位には腐植の少ない

灰色の泥層が見られる．このうち，深さ 120～
130 cm には上方細粒化が特徴的な中粒～細粒砂層

（砂層 S5）が観察された．

地点 060415-16
深さ 0～10 cm は耕作土によって構成される．深さ

10～11 cm には橙色の火山灰層が見られ，この火山

灰層の直下には薄い石英質の細粒砂層（砂層 S2）が

見られる（深さ 11～12 cm）．深さ 12～37 cm には泥

炭層が分布し，この泥炭層には深さ 27～30 cm に中

粒～細粒砂層（砂層 S3）が挟まれる．深さ 37～
40 cm は灰色～明灰色の泥層が見られ，この泥層の

直下である深さ 40～52 cm には中粒～細粒砂層が分

布する．この砂層中には，上方細粒化が認められた．

深さ 52～111  cm には黒色あるいは暗灰色の泥層が

見られ，このうち深さ 107～108 cm には中粒～細粒

砂層が挟まれる．深さ 111～132 cm では，多重級化

構造が特徴的な中粒～細粒砂層（砂層 S5 ？）が観察

される．深さ 132～180 cm は茶色の腐植を含んだ泥

層から構成される．

地点 060415-17
深さ 0～20 cm は耕作土によって構成される．深さ

20～30 cm には明黄色の火山灰層が厚く堆積し，深

さ 30～40 cm には腐植質堆積物が分布する．この腐

植質堆積物には，深さ 33 cm 付近に薄い細粒砂（砂

層 S2）が挟まれる．深さ 40～75 cm では，多重級化

構造が特徴的な厚い粗粒～細粒砂層（砂層 S3，
S4 ？）が観察される．この砂層中には，深さ 50～
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56 cm に腐植質の堆積物が見られたが，これが砂層

の一部（植物片の濃縮）なのかどうかは判断するこ

とができなかった．深さ 75～82 cm には茶色の泥炭

層が分布し，この下位（深さ 82～147 cm）では灰色

の泥層が見られる．この灰色の泥層には深さ 106～
121 cm に粗粒～細粒砂（砂層 S5）が確認され，砂層

中では下部から上部に向けて粗粒 中粒（深さ 120
～126 cm），中粒 細粒（深さ 115～120 cm），偽礫

状の泥を多く含む細粒砂（深さ 110～115 cm），植物

片を多く含む泥質細粒砂（深さ 106～110 cm）とい

う変化が見られた．深さ 147～174 cm では泥層が分

布するが，この泥層は下部に向けて砂分と腐植成分

を増していく．深さ 174～185 cm では，淘汰の悪い

灰色の中粒砂が見られた．

この地点で得られた放射性炭素年代は，以下の通

りである．深さ 38～40 cm（炭化物）：1820±40 yBP，
深さ 52～55 cm（炭化物）：2220±40 yBP，深さ 75～
80 cm（炭化物）：2240±40 yBP（第 1 表）．

地点 060415-18
深さ 0～15 cm は耕作土によって構成される．深さ

15～34 cm は黒色の腐植質堆積物から構成され，こ

のうち深さ 16～17 cm には白色の火山灰層，深さ 21
～22 cm および深さ 25～27 cm では細粒砂層（砂層

S2，3）が見られた．深さ 34～56 cm には石英質の砂

層（砂層 S4）が見られるが，この砂層は下部から上

部にかけて，粗粒砂 中粒砂（深さ 50～56 cm），

中粒砂 細粒砂（深さ 45～50 cm），植物片を多く

含む泥質細粒砂層（深さ 34～40 cm）と変化する．

深さ 56～67 cm には腐植質堆積物が分布し，深さ 67
～100 cm ではヨシの根茎を多く含んだ暗灰色泥層が

見られる．

地点 060416-3
深さ 0～19 cm は耕作土によって構成される．耕作

土の直下には暗橙色の火山灰層が分布し（深さ 19～
21 cm），さらにこの下位には黒色の腐植質堆積物が

分布する（深さ 20～38 cm）．この腐植質堆積物中に

は，深さ 23～24 cm に細粒砂層（砂層 S2）が挟まれる．

また深さ 27～30 cm 付近に石英質の砂が散在（砂層

S3）するのが確認された．深さ 38～46 cm には石英

質の中粒～細粒砂（砂層 S4）が分布し，砂層中に上

方細粒化が認められた．深さ 46～54 cm は有機物に

乏しい泥層からなり，この泥層の下位では灰色の泥

質細粒砂あるいは中粒砂層が確認された．

地点 060416-4
深さ 0～25 cm は耕作土によって構成される．深さ

25～30 cm は腐植に富む砂質泥層からなるが，深さ

30～40 cm では腐植に乏しい砂質泥層に変化する．

深さ 40～100 cm は灰色の粗粒～中粒砂が確認され

た．

地点 060416-5
深さ 0～15 cm は耕作土によって構成される．深さ

15～20 cm は腐植に富む砂質泥層からなるが，深さ

20～35 cm では腐植に乏しい砂質泥層に変化する．

深さ 35～100 cm は灰色の粗粒～中粒砂が確認され

た．

地点 060416-6
深さ 0～30 cm は耕作土によって構成される．深さ

30～46 cm は腐植質堆積物が分布し，このうち深さ

39～40 cm には暗橙色の火山灰層が見られる．深さ

41～42 cm には細粒砂層（砂層 S2）が分布し，この

砂層の直下には暗灰色の泥層（深さ 42～44 cm，深

さ 60～75 cm），中粒～細粒砂層（深さ 49～60 cm；

砂層 S3）が見られる．これらのうち，深さ 49～
60 cm の砂層中では下部から上部に向けて，中粒砂

細粒砂（深さ 53～60 cm），泥分を多く含む細粒砂

層（深さ 49～53 cm）という変化が見られた．深さ

75～85 cm にかけては砂質成分が増加し，深さ 85～
90 cm では暗灰色の細粒砂となる．

地点 060416-7
深さ 0～20 cm は耕作土によって構成される．深さ

20～47 cm は黒色の泥炭層からなり，このうち深さ

29～30 cm には暗橙色の火山灰層が観察された．ま

た，深さ 34 cm 付近には細粒砂の散在（砂層 S2），
深さ 37～38 cm には細粒砂（砂層 S3）が見られた．

深さ 47～95 cm は暗茶色の泥炭層が分布し，この泥

炭層には深さ 49～57 cm に中粒～細粒砂（砂層 S4），
深さ 70～78 cm に石英質砂の散在（砂層 S5），深さ

90 cm 付近に細粒砂の散在（砂層 S5）が確認された．

このうち，深さ 49～57 cm の中粒～細粒砂層には上

方細粒化が確認された．深さ 95～136 cm には明灰色

の泥層が分布し，この泥層にも多重級化構造を持っ

た中粒～細粒砂（砂層 S7）が挟まれる．深さ 136～
155 cm は黒色の泥層が分布し，この泥層の直下には

中粒～細粒砂層（砂層 S8）が見られる（深さ 155～
159 cm）．深さ 159～165 cm では再び腐植に富んだ泥

層が分布するようになるが，深さ 165～177 cm にお

いては無機成分がが増してくる．深さ 177～184 cm
では泥分に加えて砂質成分も増加し，深さ 183～
195 cm では暗灰色の粗粒砂層となる．

この地点で得られた放射性炭素年代は，以下の通

りである．深さ 35～36 cm（種子）：1350±40 yBP，
深さ 68～69 cm（炭化物）：1950±40 yBP（第 1 表）．

地点 060416-1
深さ 0～30 cm は耕作土によって構成される．深さ

30～74 cm では，火山灰層，細粒砂層，泥層などが

見られるが，調査現場では耕作土の一部かどうか判

別はできなかった．深さ 74～122 cm では黒色の泥炭

層が分布するが，この泥炭層中には白色の火山灰層

（深さ 82～85 cm），石英質の細粒砂層（深さ 86～
87 cm；砂層 S2，深さ 88～89 cm；砂層 S3，深さ 92
～93 cm；砂層 S4）が見られる．また深さ 113 cm 付

近においても，石英質の細粒砂（砂層 S5）が散在す

るのが見られた．深さ 122～127 cm では，石英質の

砂を多く含む泥炭層（砂層 S6）が見られ，この泥炭
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層の直下には腐植に富んだ泥層（深さ 127～
142 cm），石英質の砂を多く含む泥層（深さ 142～
146 cm；砂層 S7）が見られる．深さ 146～190 cm に

は腐植に富んだ泥層が分布し，この泥層は深さ 190
～205 cm で茶色の泥炭層に変化する．泥炭層中には，

深さ 193～195 cm に石英質の細粒砂層（砂層 S8）が

挟まれるのが確認された．

地点 060416-2
深さ 0～20 cm は耕作土によって構成される．深さ

20～63 cm は茶色の泥炭層が分布し，この泥炭層の

直下である深さ 63～66 cm には白色の火山灰層が見

られる．火山灰層の下位では，深さ 66～100 cm に腐

植質堆積物が分布し，この腐植質層には深さ 68 cm
付近（砂層 S2）と深さ 80～90 cm に中粒～細粒砂が

見られる．深さ 100～121 cm には灰色の泥層が分布

するが，この泥層中には植物片の密集する層が観察

された（深さ 113 cm）．深さ 126～135 cm には粗粒

～細粒砂層が分布するが，この砂層中には多重級化

構造が特徴的に認められた．深さ 135～157 cm では，

堆積物は腐植質成分の少ない灰色泥層と腐植の富ん

だ黒色泥層が互層を形成するようになる．深さ 157
～190 cm ではこの互層が見られなくなり，腐植質成

分が徐々に増していく．深さ 190～208 cm では黒色

の腐植質堆積物となり，この腐植質層には細粒砂層

が挟まれる（深さ 203～206 cm）．腐植質層は，深さ

208～214 cm において一時的に繊維質になるが，深

さ 214～225 cm では再び分解質の堆積物となる．深

さ 225 cm 付近では非常に薄い砂層が見られ，この砂

層より下位になると有機物に乏しい泥層へと変化す

る（深さ 225～245 cm）．

地点 060415-19
深さ 0～15 cm は耕作土によって構成される．深さ

15～18 cm は黒色の腐植質堆積物からなり，この腐

植質堆積物の直下には薄い細粒砂層（深さ 18～
19 cm）が見られる．深さ 19～30 cm にはオリーブ色

の泥層が分布し，このうち深さ 21～22 cm には細粒

砂層が見られる．深さ 30～40 cm では，堆積物の砂

質成分が徐々に増し，深さ 40～120 cm では石英質の

中粒砂となる． 
地点 060415-20
深さ 0～35 cm は耕作土によって構成される．深さ

35～50 cm はオリーブ色の泥層からなり，この泥層

は深さ 50～55 cm にかけて砂質となる．深さ 55～
130 cm は灰色で石英質の粗粒～中粒砂が分布する． 
地点 060415-21
深さ 0～7 cm は耕作土によって構成される．深さ

7～37 cm はオリーブ色の泥層からなり，このうち深

さ 9～10 cm では白色の火山灰層が見られた．深さ

37～110 cm は灰色または黄灰色の粗粒～中粒砂層が

分布する．

地点 060415-23
深さ 0～35 cm は耕作土によって構成される．深さ

35～230 cm は黒色あるいは灰茶色の腐植質堆積物が

分布し，このうち深さ 121～123 cm には白色の火山

灰層が観察された．深さ 230～260 cm は上位より繊

維質の泥炭層が分布し，深さ 260～300 cm は灰色で

石英質の粗粒～中粒砂層が観察される．

地点 060415-22
深さ 0～30 cm は耕作土によって構成される．深さ

30～40 cm は泥炭層が分布し，この泥炭層は深さ 40
～54 cm にかけて泥分を増していく．深さ 54～56 cm
には暗橙色の火山灰層が分布し，この火山灰層の直

下からさらに泥分が増加する．深さ 60～82 cm では

明灰色の泥層が見られ，深さ 82～149 cm では明灰色

の細粒砂層に変化する．深さ 149～260 cm では再び

泥層が見られるようになり，この泥層のうち深さ

218～219 cm には石英質の細粒砂層が観察される．

深さ 260～270 cm では暗灰色の粗粒砂層が確認され

た．

地点 060416-8
深さ 0～30 cm は耕作土によって構成される．深さ

30～116 cm は黒色～明茶色の泥炭層が分布し，この

うち深さ 39～41 cm には暗橙色の火山灰層が見られ

る．深さ 116～173 cm では泥炭層が分解質の腐植に

富んだ泥層へ変化していくが，この腐植質堆積物の

うち深さ 133～135 cm には石英質の細粒砂層が観察

された．深さ 173～175 cm には中粒～細粒砂層が見

られ，この砂層の直下には有機物に乏しい灰色の泥

層が分布する．深さ 190～200 cm には暗灰色で淘汰

の悪い粗粒～中粒砂層が見られる．

地点 060416-9
深さ 0～30 cm は耕作土によって構成される．深さ

30～53 cm は黒色の腐植質堆積物が分布し，深さ 53
～56 cm には上方細粒化が特徴的な中粒～細粒砂が

見られる．砂層の下位では，その上位と対照的に有

機物に乏しい灰色の泥層が分布する（深さ 56～
72 cm）．深さ 72～135 cm には黒色あるいはオリーブ

黒色の腐植に富んだ泥層が分布し，この泥層のうち

深さ 84～87 cm には細粒砂層が観察される．深さ

135～144 cm では，堆積物は腐植成分の少ない灰色

泥層と腐植の富んだ黒色泥層が互層を形成するよう

になる．深さ 144～158 cm には石英質の砂層が見ら

れるが，この砂層は下部から上部にかけて，中粒砂

細粒砂（深さ 150～158 cm），植物片を多く含む泥

質細粒砂層（深さ 144～150 cm）と変化する．深さ

158～169 cm では黒色の腐植に富んだ泥層が分布し，

この泥層は深さ 169～190 cm で有機物に乏しい泥層

へと変化する．深さ 190～230 cm では砂質の堆積物

となり，下部に向けて徐々に淘汰が悪くなる．

地点 060417-1
深さ 0～10 cm は耕作土によって構成される．深さ

10～72 cm は黒色の腐植質堆積物が分布し，このう

ち，深さ 29～30 cm には暗橙色の火山灰層，深さ 31
～32 cm には細粒砂の散在（砂層 S2），深さ 62～
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63 cm には細粒砂層（砂層 S3）が見られる．深さ 72
～75 cm は明灰色の泥層が見られ，深さ 75～82 cm
には中粒～細粒砂層（砂層 S4）が観察される．深さ

82～93 cm には明茶色の腐植質成分に富んだ泥層が

分布する．深さ 93～120 cm では，堆積物は腐植質成

分の少ない灰色泥層と腐植の富んだ黒色泥層が互層

を形成するようになる．深さ 120～150 cm には上位

の地層より繊維質に富んだ泥炭層が分布し，このう

ち深さ 129～132 cm では中粒～細粒砂層（砂層 S5）
が観察される．この砂層中には，若干の上方細粒化

が見られるのが特徴的である．深さ 150～165 cm に

は黒色の腐植質堆積物が分布するが，この層は深さ

165～181 cm にかけて腐植成分が減じていく．深さ

181～182 cm には細粒砂層（砂層 S6）が分布し，こ

の砂層の下位では，砂層の上位よりさらに腐植質成

分が減じる（深さ 182～200 cm）．深さ 200～209 cm
では，暗茶色で上位より繊維質の泥炭層の分布する．

深さ 209～222 cm には石英質の砂層（砂層 S7）が見

られるが，この砂層は下部から上部にかけて，中粒

砂 細粒砂（深さ 212～222 cm），植物片を多く含

む泥質細粒砂層（深さ 209～212 cm）と変化する．

深さ 222～280 cm には灰色で有機物に乏しい泥層が

見られる．

地点 060417-2
深さ 0～10 cm は耕作土によって構成される．深さ

10～41 cm は繊維質の泥炭層からなる．深さ 41～
42 cm には細粒砂層（砂層 S2 あるいは砂層 S3）が

分布し，この砂層の下位は，上位よりも分解質の堆

積物からなる．深さ 50～66 cm には中粒～細粒砂層

（砂層 S4）が分布し，この砂層中には上方細粒化が

認められた．深さ 66～93 cm は植物片を多く含む灰

色の泥層からなる．深さ 93～130 cm は茶色の腐植に

富んだ泥層が分布し，このうち深さ 115～118 cm に

は中粒～細粒砂（砂層 S5）が挟まれる．深さ 130～
140 cm では一時的に繊維質を増すが，深さ 140～
178 cm では再び腐植に富んだ泥層となる．この腐植

質堆積物は，深さ 170～171 cm に細粒砂層（砂層

S6）を挟む．深さ 178～180 cm では，堆積物は腐植

質成分の少ない灰色泥層と腐植の富んだ黒色泥層が

互層を形成するようになる．深さ 190～200 cm には

腐植に富んだ泥層が分布し，深さ 200～210 cm には

中粒～細粒砂層（砂層 S7）が分布する．この砂層中

では，下部から上部にかけて，中粒砂 細粒砂（深

さ 205～210 cm），泥質細粒砂層（深さ 200～205 cm）

と変化する．深さ 210～223 cm では茶色あるいは灰

黒色の腐植に富んだ泥層が分布し，その下位の深さ

223～250 cm では灰色で有機物に乏しい泥層が見ら

れる．

地点 060417-3
深さ 0～10 cm は耕作土によって構成される．深さ

10～52 cm は黒色の泥炭層からなり，このうち深さ

16～17 cm には火山灰層，深さ 44～45 cm には細粒

砂層（砂層 S2）が見られる．深さ 52～60 cm には明

茶色の腐植に富んだ泥層が分布し，この泥層の下位

で深さ 60～66 cm には中粒～細粒砂層（砂層 S3）が

見られる．この砂層中には上方細粒化が認められた．

深さ 66～140 cm は基本的に腐植質堆積物から構成さ

れるが，深さ 92～94 cm には細粒砂層（砂層 S4），
深さ 131～132 cm には灰色の泥層が見られる．この

腐植質堆積物は，深さ 140～150 cm において徐々に

変化し，深さ 150～170 cm で有機物に乏しい灰色の

泥層になる．この灰色の泥層には，ヨシの根茎が多

く含まれる．深さ 170～190 cm は堆積物の採取がで

きなかった．深さ 190～224 cm は茶色で若干腐植質

の堆積物となるが，深さ 224～240 cm では再び灰色

で有機質に乏しい泥層となる．深さ 240～260 cm は

灰色で泥質の細粒砂層が分布する．

この地点で得られた放射性炭素年代は，以下の通

りである．深さ 41～43 cm（炭化物）：1760±40 yBP，
深さ 45.5～47 cm（炭化物）：2060±40 yBP，深さ 57
～59 cm（種子）：2220±40 yBP，深さ 89～90 cm（炭

化物）：2470±40 yBP（第 1 表）．

地点 060417-4
深さ 0～35 cm は耕作土によって構成される．深さ

35～83 cm は黒色の腐植質堆積物からなり，この腐

植質堆積物の中で，深さ 42 cm 付近には細粒砂の散

在（砂層 S2），深さ 50～60 cm には中粒砂～細粒砂

層（砂層 S3）が見られる．このうち，深さ 50～
60 cm の砂層中には上方細粒化が認められた．深さ

83～86 cm には暗灰色の泥層が分布し，この泥層の

下位には中粒～細粒砂層（砂層 S4）が観察される（深

さ 86～90 cm）．深さ 96～110 cm では，堆積物は腐

植質成分の少ない灰色泥層と腐植の富んだ黒色泥層

が互層を形成する．深さ 110～136 cm は黒色の腐植

質堆積物からなり，このうち 132～133 cm には細粒

砂層が見られる．深さ 136～150 cm には有機物に乏

しい灰色の泥層が観察された．

地点 060417-5
深さ 0～20 cm は耕作土によって構成される．深さ

20～105 cm は黒色あるいは暗灰色の腐植質堆積物か

らなり，このうち深さ 27～28 cm には細粒砂層，深

さ 71～74 cm には中粒～細粒砂層が見られる．腐植

質堆積物は，深さ 105～115 cm にかけて徐々に変化

し，深さ 116～140 cm において灰色で泥質の細粒砂

層に変化する．

地点 060417-6
深さ 0～20 cm は耕作土によって構成される．深さ

20～75 cm は黒色あるいは褐色の泥炭層からなり，

このうち深さ 28～32 cm には暗橙色の火山灰層が見

られる．深さ 75～90 cm には茶色あるいはオリーブ

がかった茶色の有機物に乏しい泥層が分布し，この

泥層の下位では再び繊維質の泥炭層となる（深さ 90
～103 cm）．深さ 103～106 cm には中粒～細粒の砂層

が分布し，この砂層中には上方細粒化が認められる．
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また，砂層の最上部に，偽礫状の泥が特徴的に見ら

れた．深さ 106～120 cm では，堆積物は腐植質成分

の少ない灰色泥層と腐植の富んだ黒色泥層が互層を

形成する．深さ 120～145 cm には暗茶色の腐植に富

んだ泥層が見られ，この泥層は 145～160 cm にかけ

て砂質泥層に変化する．

地点 060417-7
深さ 0～25 cm は耕作土によって構成される．深さ

25～28 cm は黒色の腐植質堆積物が分布し，深さ 28
～31 cm には暗橙色の火山灰層が観察される．深さ

31～40 cm には繊維質の泥炭層が見られ，この泥炭

層は深さ 40～50 cm にかけて徐々に分解質になって

いく．深さ 50～85 cm には黒色の腐植質堆積物が分

布するが，深さ 85～110 cm になると腐植質成分は減

少し，灰色の泥質細粒砂層となる．深さ 110～
105 cm では一時的に腐植質になるが，深さ 105～
170 cm は再び腐植が減り，砂質の泥層となる．深さ

170～185 cm では腐植質堆積物と砂質泥の互層が見

られ，この堆積物は深さ 185～210 cm でオリーブ色

の泥質砂層に変化する．深さ 210～217 cm にかけて

堆積物は徐々に腐植質になり，深さ 217～232 cm で

は泥炭層になる．深さ 232～236 cm には中粒砂～細

粒砂層が分布し，この砂層中には上方細粒化が認め

られた．この砂層の下位では，上位と対照的に有機

質に乏しい泥層が見られる（深さ 236～280 cm）．

地点 060417-8
深さ 0～43 cm は耕作土によって構成される．深さ

43～120 cm は黒色あるいは暗茶色の泥炭層からな

り，このうち深さ 54～57 cm には暗橙色の火山灰層

が見られる．深さ 120～140 cm には腐植に富んだ泥

層が分布し，この泥層には深さ 127～134 cm に砂質

層が挟まれる．この砂質層では，下部から上部にか

けて，中粒砂 細粒砂（深さ 132～134 cm），泥質

細粒砂層（深さ 127～132 cm）と変化する．深さ 140
～160 cm では，堆積物は腐植質成分の少ない灰色泥

層と腐植の富んだ黒色泥層が互層を形成する．深さ

160～232 cm には分解質あるいは繊維質の泥炭層か

ら構成され，この泥炭層の直下には中粒～細粒砂層

が見られる（深さ 232～236 cm）．砂層の下位の深さ

236～250 cm では，腐植に富んだ泥層が見られる．

地点 060417-9
深さ 0～30 cm は耕作土によって構成される．深さ

30～72 cm には分解質あるいは繊維質の泥炭層から

なり，このうち深さ 50 cm 付近には薄い細粒砂層が

見られる．深さ 72～73 cm には細粒砂層が見られ，

この砂層の下位では，砂層の上位と対照的に泥質の

堆積物となる（深さ 73～94 cm）．深さ 94～110 cm
では泥炭層が見られるが，深さ 110～122 cm では再

び泥質の堆積物となる．深さ 122～137 cm では，堆

積物は腐植質成分の少ない灰色泥層と腐植の富んだ

黒色泥層が互層を形成し，このうち深さ 125 cm 付近

には細粒砂が散る．深さ 137～196 cm には腐植に富

んだ泥層が分布し，この泥層は深さ 196～205 cm に

かけて砂質成分が多くなっていく．深さ 205～
240 cm には灰色の細粒砂が見られる．

地点 060417-10
深さ 0～25 cm は耕作土によって構成される．深さ

25～30 cm は腐植質堆積物が分布するが，深さ 30～
62 cm では堆積物の腐植質成分は減じる．深さ 62～
87 cm ではさらに腐植質成分が減少し，深さ 87～
140 cm では泥質の細粒砂層となる．この砂層中には，

多くの雲母が特徴的に観察された．

地点 060417-11
深さ 0～30 cm は耕作土によって構成される．深さ

30～47 cm は腐植質堆積物が分布し，この腐植質堆

積物は徐々に泥質に変化する（深さ 47～50 cm）．深

さ 50～93 cm では，堆積物は腐植質成分の少ない灰

色泥層と腐植の富んだ黒色泥層が互層を形成し，こ

のうち深さ 80～81 cm には細粒砂層が挟まれる．深

さ 93～140 cm には黒色の腐植に富んだ泥層が分布

し，この泥層は深さ 140～160 cm において砂質泥層

に変化する．深さ 160～190 cm では，多くの雲母を

含んだ細粒砂層になる．

地点 060417-12
深さ 0～30 cm は耕作土によって構成される．深さ

30～60 cm では，黒色の腐植質堆積物（深さ 30～
35 cm），植物片を多く含んだ灰色の泥層（深さ 35～
50 cm），オオリーブ色の泥層（深さ 50～53 cm），繊

維質の泥炭層（深さ 53～60 cm）が見られる．深さ

60～110 cm においては，堆積物は腐植質成分の少な

い灰色泥層と腐植の富んだ黒色泥層が互層を形成す

る．深さ 110～145  cm は茶色で腐植に富んだ泥層が

見られ，この泥層は深さ 145～148 cm において徐々

に砂質になっていく．深さ 148～180 cm では，灰色

で淘汰の悪い泥質中粒砂となる．

地点 060417-13
深さ 0～10 cm は耕作土によって構成される．深さ

10～150 cm は繊維質あるいは分解質の泥炭層からな

るが，このうち深さ 39～40 cm には灰色で有機物に

乏しい泥層，深さ 56～60 cm には石英質の細粒砂層

が見られる．この細粒砂層中には，若干の上方細粒

化が確認された．深さ 150～166 cm および深さ 240
～258  cm では，堆積物は腐植質成分の少ない灰色泥

層と腐植の富んだ黒色泥層が互層を形成するが，そ

の上下の地層（深さ 166～285 cm）は全体的に繊維

質あるいは分解質の泥炭層である．

地点 060417-14
深さ 0～20 cm は耕作土によって構成される．深さ

20 cm より下位の地層では，全体的に繊維質あるい

は分解質の泥炭層が分布するが，一部の層準では腐

植質成分の少ない灰色泥層と腐植の富んだ黒色泥層

が互層を形成する（深さ 121～136 cm，深さ 168～
197 cm）．
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地点 060417-15
深さ 0～10 cm は耕作土によって構成される．深さ

10 cm より下位の地層では，全体的に繊維質の泥炭

層あるいは腐植に富んだ泥層が分布するが，一部の

層準では腐植質成分の少ない灰色泥層と腐植の富ん

だ黒色泥層が互層を形成する（深さ 110～125 cm，

深さ 170～210 cm，深さ 230～253 cm）．また，深さ

272～273 cm では石英質の細粒砂層が見られた．

地点 060417-16
深さ 0～15 cm は耕作土によって構成される．深さ

15 cm より下位の地層では，全体的に繊維質の泥炭

層あるいは腐植に富んだ泥層が分布するが，一部の

層準では腐植質成分の少ない灰色泥層と腐植の富ん

だ黒色泥層が互層を形成する（深さ 88～110 cm，深

さ 130～150 cm， 深 さ 170～174 cm， 深 さ 200～
210 cm）．また，深さ 243～246 cm では石英質の細粒

砂層が見られた．コアの最下部では，有機物に乏し

い泥層が確認された（深さ 270～280 cm）．

名取市（仙台空港近郊）測線（第 5, 14, 15 図）

地点 060322-1
深さ 0～10 cm は耕作土によって構成される．深さ

10～33 cm は茶色で腐植に富んだ泥層からなり，こ

のうち深さ 14～18 cm には石英質の細粒砂層（砂層

N0）が見られる．この砂層の上位の地層境界は明瞭

である．深さ 33～105 cm には繊維質の泥炭層が分布

し，この泥炭層中には白色の火山灰層が見られる（深

さ 89～91 cm）．深さ 105～110 cm にかけて，この泥

炭層は徐々に泥質になり，泥層は少なくとも深さ

260 cm まで確認された．

地点 060322-2
深さ 0～30 cm は耕作土によって構成される．深さ

30～75 cm には褐色あるいは茶色で繊維質の泥炭層

が分布し，この泥炭層は深さ 75～80 cm にかけて徐々

に泥質になっていく．深さ 80～81 cm には白色の火

山灰層が見られ，この火山灰層の下位には褐色ある

いは黒色で腐植に富んだ泥層が分布する（深さ 81～
140 cm）．この泥層の中には，深さ 90～91 cm と深さ

110～111 cm に石英質の細粒砂層が見られる（砂層

N1，2）．深さ 140～170 cm では上位の地層より砂質

の堆積物となり，この中には黒色で有機質に富んだ

細粒砂層がパッチ状に見られるようになる．

地点 060322-3
深さ 0～10 cm は耕作土によって構成される．深さ

10～56 cm の堆積物は，赤褐色の砂質泥層（深さ 10
～25 cm，深さ 35～38 cm，深さ 53～56 cm）と赤茶

色で淘汰の悪い中粒砂層（深さ 25～35 cm，深さ 38
～53 cm）の互層からなる．深さ 56～145 cm では，

黒色の腐植質堆積物が分布し，このうち深さ 75～
76 cm には白色の火山灰層，深さ 87～88 cm には石

英質の細粒砂層（砂層 N1）が認められる．この堆積

物は，深さ 145～150 cm にかけて徐々に砂質に変化

し，深さ 150～160 cm では暗灰色の中粒～粗粒砂と

なる．

地点 060322-4
深さ 0～50 cm は耕作土によって構成される．深さ

50～72 cm は黒色の腐植質堆積物からなり，このう

ち深さ 56～58 cm には白色の火山灰層が見られる．

深さ 72～77 cm には灰色で石英質の細粒～中粒砂層

（砂層 N1）が分布し，下位の地層境界は明瞭である．

この砂層の最下部は，中粒砂からなるが，上部にな

ると細粒砂あるいは泥質細粒砂となる．この砂層の

下位の深さ 77～100 cm では，灰茶色の腐植に富んだ

泥層が見られる．この泥層は深さ 100～105 cm にか

けて腐植成分が増し，深さ 105～148 cm では分解質

の泥炭層となる．深さ 148～160 cm には細粒～中粒

砂（砂層 N2）が分布し，下位の地層境界は明瞭であ

る．この砂層の最下部は細粒～中粒砂からなるが，

上部になると細粒となり，同時に泥分・植物片が多

く含まれるようになる．深さ 160～245 cm は暗灰色

あるいは茶色の腐植に富んだ泥層が分布し，この泥

層の中には粗粒砂がパッチ状に見られる（深さ

190 cm）．深さ 245～250 cm ではこの泥層の砂分が増

し，深さ 250～270 cm では暗灰色の砂質泥層となる．

地点 060322-5
深さ 0～38 cm は耕作土によって構成される．深さ

38～120 cm は黒褐色～黒色の腐植質堆積物あるいは

泥炭層が分布し，このうち深さ 67～72 cm には火山

灰層，深さ 78～87 cm には細粒～中粒砂層（砂層

N1）が挟まれる．この砂層の下位の地層境界は明瞭

で，砂層中には上方細粒化が認められる．深さ 120
～121 cm には，下位の地層境界が明瞭な石英質の細

粒砂層（砂層 N2）が認められる．深さ 121～155 cm
には暗灰色の腐植に富んだ泥層が分布し，この泥層

は深さ 155～160 cm にかけて砂質成分を増す．深さ

160～200 cm には中粒～粗粒砂層が認められる．

地点 060322-6
深さ 0～35 cm は耕作土によって構成される．深さ

35～108 cm は黒褐色～黒色の腐植質堆積物が分布

し，このうち深さ 46～47 cm には火山灰層，深さ 73
～78 cm には細粒～中粒砂層（砂層 N1）が挟まれる．

この砂層の下位の地層境界は明瞭で，砂層中には上

方細粒化が認められる．深さ 108～111 cm には石英

質の細粒砂層と泥炭層の細かい互層（砂層 N2）が見

られる．深さ 111～145 cm には暗灰色の腐植に富ん

だ泥層が分布し，この泥層中には生物痕が確認され

た（深さ 123～124 cm）．深さ 145～155 cm にかけて

堆積物は砂質成分を増し，深さ 155～177 cm におい

て淘汰の悪い細粒～粗粒砂となる．深さ 177～
190 cm には暗灰色の泥層が分布し，深さ 190～
200 cm には灰色の粗粒砂が見られた．

地点 060322-7
深さ 0～28 cm は耕作土によって構成される．深さ

28～81 cm は黒色の腐植質堆積物からなり，このう

ち深さ 50～52 cm には火山灰層，深さ 53～55 cm に

は細粒砂層（砂層 N1），深さ 79～80 cm には極細粒
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砂層（砂層 N2）が挟まれる．深さ 81～83 cm には腐

植に富んだ泥層が見られ，この泥層は深さ 83～
91 cm にかけて徐々に砂質となっていく．深さ 91～
110 cm には泥質の細粒～粗粒砂層が見られ，このう

ち深さ 98～100 cm には極細粒砂層（砂層 N3）が挟

まれる．

地点 060322-8
深さ 0～40 cm は耕作土によって構成される．深さ

40～87 cm には黒色～茶褐色の腐植質堆積物からな

り，このうち深さ 57～60 cm には暗橙色の火山灰層，

深さ 61～62 cm には石英質の細粒砂層（砂層 N1）が

見られる．深さ 87～90 cm にも細粒砂層（砂層 N2）
が見られ，この砂層の下位の地層境界は明瞭である．

また，この砂層中には上方細粒化が認められた．深

さ 90～105 cm には腐植に富んだ泥層が見られ，この

泥層は深さ 105～110 cm にかけて徐々に砂質となっ

ていく．深さ 110～140 cm には泥質の粗粒～細粒砂

層が分布する．この最下位の砂層には多くの植物片

が観察された．

地点 060322-9
深さ 0～20 cm は耕作土によって構成される．深さ

20～40 cm には黒色の腐植質堆積物からなり，この

うち深さ 33～34 cm には暗橙色の火山灰層，深さ 29
～30 cmには石英質の細粒砂層（砂層N1）が見られる．

深さ 40～54 cm は黒色の腐植に富んだ泥層からなり，

この泥層の下位には偽礫状の泥炭を含んだ泥質細粒

砂層が分布し（深さ 54～110 cm），この泥質砂層の

中には上方細粒化が特徴的な細粒砂層（砂層 N2）が

認められる（深さ 58～61 cm）．

地点 060324-1
深さ 0～35 cm は耕作土によって構成される．深さ

35～71 cm は黒褐色の腐植質堆積物からなり，この

腐植層のうち深さ 55～57 cm に火山灰がパッチ状に

分布している．深さ 71～94 cm には細粒～粗粒砂が

分布し，下位の地層境界は明瞭である．この砂層の

最下部は礫混じりの粗粒砂からなるが，上部になる

と中～細粒となり，同時に泥分・植物片が多く含ま

れるようになる．深さ 94～120 cm は黒色あるいは黒

褐色の腐植質堆積物からなる．深さ 120～130 cm に

は暗灰色の泥層が見られ，この泥層の下位には上方

細粒化が明瞭な細粒砂層が認められる．この砂層の

下位の地層境界は明瞭である．深さ 130～142 cm に

は繊維質の泥炭層が分布するが，この泥炭層は深さ

142～145 cm にかけて泥質になる．深さ 145～155 cm
には暗灰色の砂質泥層が見られ，深さ 155～200 cm
には淘汰の悪い粗粒～中粒砂が分布する．

地点 060324-2
深さ 0～26 cm は耕作土によって構成される．深さ

26～78 cm は黒色～黒褐色の腐植質堆積物からなり，

このうち深さ 28～29 cm には暗橙色の火山灰層，深

さ 58～59 cm には石英質の細粒～中粒砂層（砂層

N1）が見られる．深さ 78～79 cm には石英質の細粒

～中粒砂層（砂層 N2）が分布し，この砂層の下位で

は，砂層の上位と対照的に泥質を多く含む堆積物か

らなる．この泥層は深さ 90～100 cm にかけて徐々に

砂質となり，深さ 100～170 cm では暗灰色の粗粒砂

層になる．

地点 060324-3
深さ 0～15 cm は耕作土によって構成される．深さ

15～58 cm は黒色の腐植質堆積物からなり，このう

ち深さ 18～20 cm には暗橙色の火山灰層，深さ 28～
39 cm および深さ 53～55 cm には石英質の細粒～中

粒砂層（砂層 N1，2）が見られる．これらの砂層の

下位の地層境界は明瞭であり，砂層中には上方細粒

化が特徴的に認められる．堆積物は深さ 58～60 cm
にかけて泥分が増し，深さ 60～80 cm では暗灰色の

腐植に富んだ泥層となる．深さ 80～110 cm は，淘汰

の悪い粗粒砂層が見られる．

地点 060324-4
深さ 0～20 cm は耕作土によって構成される．深さ

20～30 cm は黒色の腐植質堆積物からなり，このう

ち深さ 23～25 cm には暗橙色の火山灰層が見られる．

深さ 30～60 cm には暗灰色の粗粒砂層が分布する．

地点 060324-5
深さ 0～10 cm は耕作土によって構成される．深さ

10～50 cm には黄褐色の中粒～粗粒砂層が分布する．

地点 060324-6
深さ 0～20 cm は耕作土によって構成される．深さ

20～70 cm には黄褐色の中粒～粗粒砂層が分布する．

地点 060324-7
深さ 0～10 cm は耕作土によって構成される．深さ

10～24 cm は黒色の腐植質堆積物からなり，このう

ち深さ 13～14 cm には暗橙色の火山灰層が見られる．

深さ 24～30 cm は石英質の細粒～中粒砂層が分布し，

砂層中には上方細粒化が認められた．この砂層の下

位の地層境界は明瞭である．深さ 20～41 cm には黒

色で腐植に富んだ泥層が分布し，このなかには薄い

細粒砂層が挟まれる（深さ 39 cm）．深さ 41～60 cm
においても泥層が見られるが，上位の泥層よりも腐

植質成分が少ないことで分けられる．深さ 60～
70 cm には暗灰色の粗粒砂層が見られる．

地点 060324-8
深さ 0～10 cm は耕作土によって構成される．深さ

10～48 cm は黒褐色の腐植層からなり，この腐植層

のうち深さ 13～15 cm には暗橙色の火山灰層，深さ

28～32 cm，35～40 cm，42～46 cm に石英質の細粒

砂層（砂層 N1-3）が挟在する．それぞれの砂層にお

ける下位の地層境界は明瞭である．また，深さ 35～
40 cm，42～46 cm の砂層では上方細粒化が確認され

た．深さ 48～78 cm には，灰～暗褐灰色のシルト層

が分布する．このシルト層は，下部（深さ 74～
78 cm）になると腐植質になる． 
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地点 060324-9
深さ 0～35 cm は耕作土によって構成される．深さ

35～60 cm は黒褐色の腐植層からなり，この腐植層

のうち深さ 46～47 cm には暗橙色の火山灰がパッチ

状 に 見 ら れ， 深 さ 48～49 cm，50～52 cm，55～
57 cm に石英質の細粒砂層（砂層 N1-3）が挟在する．

深さ 60～96 cm には，炭化物を多く含んだ灰～暗褐

灰色のシルト層が分布する．このシルト層は，深さ

96～105 cm にかけて腐植質成分が増し，深さ 105～
110 cm で繊維質の泥炭層となる．深さ 110～115 cm
暗灰色の腐植に富んだ泥層からなり，この泥層は深

さ 115～130 cm にかけて砂分が増していく．深さ

130～140 cm は暗灰色の中粒～粗粒砂層が見られる．

地点 060321-1
深さ 0～20 cm は耕作土によって構成される．深さ

20～44 cm は黒色の腐植質堆積物からなり，このう

ち深さ 29～31 cm には暗橙色の火山灰層，深さ 28～
34 cm，35～36 cm，38～40 cm に石英質の細粒砂層（砂

層 N1-3）が挟在する．それぞれの砂層における下位

の地層境界は明瞭であり，また深さ 28～34 cm，38
～40 cm の砂層中には上方細粒化が認められた．深

さ 44～97 cm は茶灰色の泥層が分布し，この泥層中

にはヨシの葉・根茎が多く含まれる．深さ 97～
120 cm では黒色の腐植質堆積物が見られるが，堆積

物は深さ 120～130 cm にかけて徐々に泥分を増し，

深さ 130～140 cm において灰色で有機質の乏しい泥

層となる．深さ 140～180 cm は黒色で腐植が多く含

まれる細粒砂からなり，この砂層中には多くの偽礫

状泥が見られた．

地点 060321-2
深さ 0～20 cm は耕作土によって構成される．深さ

20～75 cm は黒褐色あるいは赤褐色の腐植質堆積物

からなり，この腐植層のうち深さ 27～28 cm には暗

橙色の火山灰層，深さ 28～30 cm，42～49 cm，55～
66 cm に石英質の細粒砂層（砂層 N1-3）が挟在する．

これらの砂層における下位の地層境界は明瞭であり，

それぞれの砂層中には上方細粒化が確認された．ま

た，深さ 42～49 cm，55～66 cm の砂層の最上部は，

それぞれ層厚 6 cm，9 cm の暗灰色シルト層に覆われ

るのが観察された．腐植質堆積物は深さ 75～80 cm
にかけて泥分が増し，深さ 80～190 cm では明灰色あ

るいは灰色の泥層となる．この泥層には，深さ 103
～132 cm においてヨシの根茎が見られた．

地点 060321-3
深さ 0～22 cm は耕作土によって構成される．深さ

22～77 cm は黒褐色あるいは赤褐色の腐植質堆積物

からなり，この腐植層のうち深さ 24～26 cm には暗

橙色の火山灰層，深さ 28～30 cm，42～45 cm，62～
70 cm に石英質の細粒砂層（砂層 N1-3）が挟在する．

これらの砂層における下位の地層境界は明瞭で，そ

れぞれの砂層中では上方細粒化が見られた．またこ

れらの砂層のうち，深さ 28～30 cm の砂層の最上部

は，層厚 2 cm の暗灰色シルト層に覆われるのが観察

された．腐植質堆積物は深さ 78～90 cm にかけて泥

分が増し，深さ 90～130 cm では明灰色あるいは灰色

の泥層となる． 
地点 060321-4
深さ 0～12 cm は耕作土によって構成される．深さ

12～70 cm は黒褐色あるいは赤褐色の腐植質堆積物

からなり，この腐植層のうち深さ 15～16 cm には暗

橙色の火山灰層，深さ 19～20 cm，26～30 cm，55～
56 cm に石英質の細粒砂層（砂層 N1-3）が挟在する．

これらの砂層における下位の地層境界は明瞭で，深

さ 19～20 cm，26～30 cm の砂層中には上方細粒化が

確認された．また，深さ 19～20 cmの砂層の最上部は，

層厚 1 cm の暗灰色シルト層に覆われるのが観察され

た．深さ 70～106 cm では明灰色あるいは灰色の泥層

が分布し，このうち深さ 93～103 cm ではヨシの根茎

が観察された．深さ 106～110 cm には腐植質堆積物

が見られるが，深さ 110～130 cm では再び有機物に

乏しい泥層となる．深さ 130～200 cm には暗灰色の

砂質泥層が分布し，この泥層全体には細粒砂がパッ

チ状に観察された．

地点 060321-5
深さ 0～20 cm は耕作土によって構成される．深さ

20～74 cm は黒褐色あるいは赤褐色の腐植質堆積物

からなり，この腐植層のうち深さ 23～24 cm には暗

橙色の火山灰層，深さ 24～25 cm，45～48 cm，61～
62 cm に石英質の細粒砂層（砂層 N1-3）が挟在する．

これらの砂層における下位の地層境界は明瞭で，深

さ 45～48 cm，61～62 cm の砂層中には上方細粒化が

確認された．また，深さ 74～93 cm では明灰色ある

いは灰色の泥層が分布する．深さ 93～95 cm には腐

植質堆積物が見られるが，深さ 95～180 cm では再び

有機物に乏しい泥層となる． 
名取市（愛島周辺）測線（第 5, 16 図）

地点 060324-10
深さ 0～30 cm は耕作土によって構成される．深さ

30～50  cm は繊維質の泥炭層が分布し，この泥炭層

の所々には種子化石が見られた．深さ 50～63 cm に

なると泥炭層は分解質になり，深さ 63～66 cm にか

けてさらに泥分が増していく．深さ 66～76 cm では

灰色の泥層となるが，深さ 76～100 cm では再び腐植

質堆積物となる．深さ 100～136 cm は小礫混じりの

中粒～粗粒砂層が分布する．深さ 136～150 cm は茶

色の腐植に富んだ泥層が見られるが，深さ 150～
250 cm は灰色で有機物に乏しい泥層となる．この泥

層のうち，深さ 170～190 cm には中粒砂がパッチ状

に観察される．

地点 060324-11
深さ 0～16 cm は耕作土によって構成される．深さ

16～52 cm は黒色あるいは赤褐色の泥炭層からなり，

このうち深さ 20～30 cm には暗橙色の火山灰層が見

られる．泥炭層は，深さ 52～60 cm において若干泥
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質になり，ヨシの葉などを多く含むようになる．深

さ 60～68 cm には黒色の腐植質堆積物が分布する．

この腐植質層は，深さ 68 cm において急激に灰色で

有機物に乏しい泥層（深さ 68～102 cm）に変化する．

深さ 102～130 cm は淘汰の悪い粗粒～中粒砂層が見

られる．

地点 060324-12
深さ 0～8 cm は耕作土によって構成され，耕作土

の直下には暗橙色の火山灰層が見られる（深さ 8～
10 cm）．深さ 10～70 cm は黒色あるいは赤褐色の腐

植質堆積物からなり，このうち深さ 43～52 cm には

植物片を多く含む灰色の泥層が見られる．深さ 70～
78 cm において堆積物は泥分を増すが，深さ 78～
100 cm では小礫まじりで淘汰の悪い粗粒砂層とな

る．

地点 060325-1
深さ 0～12 cm は耕作土によって構成される．深さ

12～118 cm は黒色あるいは赤褐色の腐植質堆積物

（稀に繊維質の泥炭層）からなり，このうち深さ 22
～26 cm には暗橙色の火山灰層，深さ 60～63 cm に

は有機物に乏しい灰色の泥層が見られる．この腐植

質層は，深さ 118～120 cm にかけて徐々に泥質にな

る．深さ 120～140 cm は有機物に乏しい灰色の泥層

が分布し，深さ 140～155 cm では砂質泥層になる．

深さ 155～165 cm は灰色の粗粒砂層が見られる．

地点 060325-2
深さ 0～20 cm は耕作土によって構成される．深さ

20～152 cm は黒色あるいは赤褐色の腐植質堆積物

（稀に繊維質の泥炭層）からなり，このうち深さ 40
～42 cm には暗橙色の火山灰層，深さ 83～88 cm，

131～136 cm には腐植に富んだ灰茶色の泥層が見ら

れる．この腐植質層は，深さ 152～155 cm にかけて

徐々に泥質になる．深さ 155～159 cm は有機物に乏

しい灰色の泥層が分布する．深さ 159～180 cm は灰

色で淘汰の悪い粗粒砂層が見られる．

地点 060325-3
深さ 0～42 cm は耕作土によって構成される．深さ

42～242 cm は黒色あるいは赤褐色の腐植質堆積物

（稀に繊維質の泥炭層）からなり，このうち深さ 61
～64 cm には暗橙色の火山灰層，深さ 100～103 cm，

114～116 cm には有機物に乏しい灰色の泥層が見ら

れる．また，深さ 237 cm には材化石が見られた．深

さ 242～270 cm は有機物に乏しい灰色の泥層が分布

する． 
地点 060325-4
深さ 0～12 cm は耕作土によって構成される．深さ

12～198 cm は黒色あるいは赤褐色の腐植質堆積物

（稀に繊維質の泥炭層）からなり，このうち深さ 18
～22 cm には暗橙色の火山灰層，深さ 27～30 cm，

174～176 cm には腐植に富んだ灰茶色の泥層，深さ

78～82 cm には細粒砂層が見られ，この砂層におけ

る下位の地層境界は明瞭であった．深さ 198～

210 cm は有機物に乏しい灰色の泥層が分布する．深

さ 210～240 cm は灰色の中粒砂層が見られる．

地点 060325-5
深さ 0～40 cm は耕作土によって構成される．深さ

40～170 cm は黒色あるいは赤褐色の腐植質堆積物

（稀に繊維質の泥炭層）からなり，このうち深さ 73
～77 cm には暗橙色の火山灰層，深さ 112～122 cm，

130～142 cm には腐植に富んだ灰茶色の泥層が見ら

れる．深さ 170～240 cm には有機物に乏しい灰色の

泥層からなり，このうち深さ 188～190 cm には細粒

砂層が挟まれる．

地点 060325-6
深さ 0～50 cm は耕作土によって構成される．深さ

50～260 cm は黒色あるいは赤褐色の腐植質堆積物

（稀に繊維質の泥炭層）からなり，このうち深さ 54
～56 cm には暗橙色の火山灰層，深さ 85～93 cm，

170～180 cm には腐植に富んだ灰茶色の泥層が見ら

れる．腐植質層の下部には，偽礫状の黒い泥層が多

く見られた（深さ 238～260 cm）．深さ 260～290 cm
には有機物に乏しい灰色の泥層が分布し，深さ 290
～300 cm には腐植に富んだ泥層が見られる．

地点 060325-7
深さ 0～51 cm は耕作土によって構成される．深さ

51～315 cm は黒色あるいは赤褐色の腐植質堆積物

（稀に繊維質の泥炭層）からなり，このうち深さ 74
～75 cm には白色の火山灰層，深さ 132～135 cm に

は腐植に富んだ灰茶色の泥層，深さ 190～195 cm，

242～245 cm，255～258 cm，303～308 cm には有機

物に乏しい灰色の泥層が挟まれる．深さ 315～
380 cm には有機物に乏しい灰色の泥層が分布する．

この最下位の泥層中には，ヨシの根茎が観察された

（深さ 315～318 cm，330～331 cm）．

亘理町鳥の海周辺（第 6, 17 図）

地点 051207-3
深さ 0～50 cm は耕作土によって構成される．深さ

50～100 cm は灰色の中粒～細粒砂が分布する．

地点 051207-2
深さ 0～20 cm は耕作土によって構成される．深さ

20～50 cm には茶褐色の細粒砂が分布し，この砂層

の直下で深さ 50～51 cm には薄い石英質の中粒～細

粒砂が見られる．深さ 51～70 cm では細粒～中粒砂

層が分布するが，この砂層は下位に向けて徐々に粗

粒となる．深さ 70～120 cm には暗灰色の細粒～中粒

砂からなり，このうち深さ 87～89 cm には腐植質成

分が卓越する細粒砂層が挟まれる．

地点 051207-4
深さ 0～30 cm は耕作土によって構成される．深さ

30～60 cm は黒色の砂質泥層あるいは細粒砂からな

り，このうち深さ 40～50 cm には腐植質堆積物が挟

まれる．深さ 60～90 cm には暗灰色の中粒砂層が分

布する．
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地点 051207-5
深さ 0～20 cm は耕作土によって構成される．深さ

20～100 cm は細粒～中粒砂層が見られるが，深さ 20
～30 cm だけ多くの腐植質成分が認められた．

地点 051207-1
深さ 0～50 cm は耕作土によって構成される．深さ

50～110 cm は暗茶色の腐植質堆積物からなり，この

うち深さ 65～73 cm には青灰色の中粒～粗粒砂が見

られた．この砂層の下位の地層境界は明瞭であり，

また砂層中には上方細粒化が認められた．深さ 110
～145 cm では，上位の腐植質層よりさらに泥分が増

加し色調も暗くなる．深さ 125 cm 付近には，巻貝化

石が見られた．深さ 145～168 cm には細粒～粗粒砂

が見られ，下位の地層境界は明瞭である．この砂層

の最下部は，中粒～粗粒砂からなるが，上部になる

と細粒砂あるいは泥質細粒砂となる．深さ 168～
180 cm，187～193 cm には腐植質堆積物が分布し，

深さ 180～187 cm には中粒～粗粒砂層が分布する．

この砂層の下位の地層境界は明瞭であり，また砂層

中には上方細粒化が認められた．深さ 193～200 cm
には暗灰色の粗粒砂層が観察された．

地点 051207-6
深さ 0～10 cm は耕作土によって構成される．深さ

10～75 cm は茶褐色で腐植に富んだ泥層からなり，

このうち深さ 26 cm， 45～55 cmには灰色の細粒砂（砂

層 W1-2）が見られた．また，深さ 60～70 cm にはヨ

シの根茎が観察された．深さ 75～77 cm には火山灰

層が分布し，この火山灰層の直下で深さ 77～112 cm
には砂層（砂層 W3）が見られる．この砂層中には

多重級化構造が認められ，さらに深さ 90～95 cm に

は偽礫状の泥炭も観察された．この砂層より下位で

は，深さ 112～115 cm，136～140 cm には茶色で腐植

に富んだ泥層が見られ，深さ 115～136 cm には暗灰

色の砂層（砂層 W4）が見られる．この砂層中には

上方細粒化が認められた．

地点 051207-7
深さ 0～17 cm は耕作土によって構成される．深さ

17～30 cm は黒色の砂質泥層からなるが，この層は

深さ 30～36 cm にかけて砂質分が減じていく．深さ

36～65 cm には灰色で有機物に乏しい泥層が分布し，

このうち深さ 56～57 cm には火山灰層が見られる．

深さ 65～100 cm には灰色の中粒～粗粒砂層（砂層

W3）が分布し，この砂層は下部から上部にかけて，

細粒砂 中粒～粗粒砂（深さ 98～100 cm），中粒～

粗粒砂 中粒砂（深さ 80～98 cm），泥質中粒砂層（深

さ 65～80 cm）と変化する．深さ 100～109 cm，120
～122 cm には茶色の腐植質堆積物が見られ，深さ

109～120 cm には暗灰色の砂層（砂層 W4）が見られ

る．この砂層中には上方細粒化が認められた．深さ

122～150 cm には暗灰色の粗粒砂層が分布する．

地点 051207-8
深さ 0～10 cm は耕作土によって構成される．深さ

10～28 cm は黒色の砂質泥層からなり，このうち深

さ 11～12 cm，19～20 cm には灰色の細粒砂層が見ら

れる．砂質泥層は深さ 28～30 cm にかけて泥分を増

し，灰色で有機物に乏しい泥層になる（深さ 30～
100 cm）．この泥層中には，深さ 68～90 cm に多重級

化構造が特徴的な細粒～中粒砂層が見られた．この

砂層の下位の地層境界は明瞭である．深さ 100～
105 cm には暗灰色の粗粒砂が観察された．

地点 051207-9
深さ 0～10 cm は耕作土によって構成される．深さ

10～19 cm は黒色の腐植質堆積物からなり，この腐

植質層の下位には細粒砂層が見られる（深さ 19～
34 cm）．この砂層の下位の地層境界は明瞭であり，

上部にのみシルトと植物片から形成されるラミナが

観察されるのが特徴的である．深さ 34～57 cm には

黒色の泥炭層が分布し，深さ 57～83 cm にはヨシの

根茎を含んだ灰色の泥層が分布する．この泥層の直

下には，下位の地層境界が明瞭な中粒～粗粒砂層が

見られ（深さ 83～116 cm），この砂層中には上方細

粒化が認められた．深さ 116～134 cm には茶色で腐

植に富んだ泥層が分布し，このうち深さ 125～
128 cm には細粒砂層が挟まれる．深さ 134～160 cm
では暗灰色の中粒～粗粒砂が観察された．

地点 051207-10
深さ 0～10 cm は耕作土によって構成される．深さ

10～30 cm は茶褐色の砂質泥層からなり，このうち

深さ 15 cm 付近，29 cm 付近には細粒砂層が見られる．

深さ 30～60 cm には茶色の泥炭層が分布し，この泥

炭層中には細粒砂層が挟まれる（深さ 44～47 cm）．

この細粒砂層の下位の地層境界は明瞭であり，砂層

中には上方細粒化が特徴的に認められた．深さ 60～
66 cm においても細粒砂層が見られ，ここでも下位

の明瞭な地層境界および上方細粒化が観察された．

深さ 66～110 cm には植物片が多く混じる泥層が分布

し，このうち深さ 90～93 cm には細粒～中粒砂層が

見られた．深さ 110～120 cm には灰色の粗粒砂が確

認された．

亘理町（長瀞－堂前近く）測線（第 6, 18-20 図）

地点 051208-1
深さ 0～20 cm は耕作土によって構成される．深さ

20～57 cm は黒色でバックグラウンドに多くの砂を

含む腐植質泥層からなるが，このうち深さ 40 cm 付

近には薄い細粒砂（砂層 W1 あるいは W2）が見ら

れる．深さ 57～67 cm には黒色の分解質泥炭層が分

布し，この泥炭層中には薄黄色の火山灰層が挟まれ

る（深さ 63～65 cm）．深さ 67～84 cm には細粒～中

粒砂層（砂層 W3）が見られ，この砂層の下位の地

層境界は明瞭であった．また，この砂層中において

上方細粒化が認められ，砂層の最上部には多くの植

物片が混じるのが確認された．深さ 84～150 cm には

茶色の未分解泥炭層が分布し，この泥炭層中には細

粒～中粒砂層（砂層 W4）が見られる（深さ 140～



澤井祐紀・宍倉正展・小松原純子

34

ハンドコアラーを用いた宮城県仙台平野（仙台市・名取市・岩沼市・亘理町・山元町）における古津波痕跡調査

146 cm）．深さ 150～160 cm は黒色で腐植に富んだ中

粒～粗粒砂が観察された．

地点 051208-2
深さ 0～20 cm は耕作土によって構成される．深さ

20～123 cm には茶色あるいは黒色の腐植質堆積物か

らなり，このうち深さ 21 cm 付近，深さ 33 cm 付近

には細粒砂（砂層 W1，2），深さ 36～46 cm，80～
113 cm には中粒～細粒砂層（砂層 W3，4）が挟まれ

る．このうち，深さ 36～46 cm，80～113 cm の砂層

における下位の地層境界は明瞭であり，それぞれの

砂層中には上方細粒化が認められる．また，深さ 36
～46 cm の砂層中には，最上部に植物片が多く見ら

れた．深さ 123～155 cm は暗灰色で淘汰の悪い粗粒

砂が観察された．

地点 051208-3
深さ 0～5 cm は耕作土によって構成される．深さ

5～15 cm は黒色で腐植に富んだ細粒砂層からなり，

深さ 15～100 cm は薄黄色で淘汰の良い中粒砂層から

なる．

地点 051208-4
深さ 0～20 cm は耕作土によって構成される．深さ

20～47 cm は茶褐色の腐植質堆積物からなり，この

うち深さ 33～35 cm には細粒砂層が挟まれる．この

腐植質層の直下で深さ 47～50 cm には細粒砂層が見

られ，この砂層における下位の地層境界は明瞭であ

る．砂層の下位では，堆積物は未分解の泥炭層にな

る（深さ 50～58 cm）．この泥炭層は深さ 58～63 cm
にかけて泥分を増し，深さ 63～120 cm において暗灰

色で淘汰の悪い粗粒砂層となる．深さ 70～85 cm に

はヨシの根茎が多く見られた．

地点 051208-5
深さ 0～20 cm は耕作土によって構成される．深さ

20～73 cm は茶褐色の腐植質堆積物からなり，深さ

73～83 cm では一時的に植物片が多くなるが，深さ

83～140 cm では中粒～粗粒砂となる．

地点 051208-6
深さ 0～20 cm は耕作土によって構成される．深さ

20～50 cm は茶褐色の腐植質堆積物からなり，この

うち深さ 34～38 cm には細粒砂層が挟まれる．この

腐植質層の直下で深さ 50～56 cm には細粒砂層が見

られ，この砂層における下位の地層境界は明瞭であ

る．砂層の下位では，堆積物は黒色の腐植質堆積物

になる（深さ 56～64 cm）．深さ 64～77 cm には植物

片の多く混じる泥層が見られ，この泥層の直下には

上方細粒化が特徴的な中粒～粗粒砂層が分布する（深

さ 77～89 cm）．深さ 89～93 cm には茶褐色で腐植に

富んだ泥層が見られ，深さ 93～120 cm は黒色の粗粒

砂層が観察される．

地点 051208-7
深さ 0～20 cm は耕作土によって構成される．深さ

20～27 cm は灰色で腐植に富んだ泥層からなり，こ

の泥層の直下には下位の地層境界が明瞭な細粒～中

粒砂層が見られる（深さ 27～34 cm；砂層 W3）．こ

の砂層中には，上方細粒化が特徴的に見られた．深

さ 34～60 cm は黒色の腐植質堆積物から構成され，

この腐植質層には細粒砂層が挟まれる（深さ 44～
50 cm；砂層 W4）．深さ 60～80 cm は灰色で有機物

に乏しい泥層が見られ，深さ 80～100 cm は灰色の中

粒砂層が観察された．

この地点で得られた放射性炭素年代は，以下の通

りである．深さ 50～58 cm（炭化物）：2050±40 yBP，
深さ 50～58 cm（種子）：1940±40 yBP（第 1 表）． 

地点 051208-8
深さ 0～45 cm は耕作土によって構成される．深さ

45～64 cm は黒色の腐植質堆積物からなり，この腐

植質層の直下には薄黄色の火山灰層が見られる（深

さ 64～66 cm）．深さ 66～110 cm は泥炭層が分布し，

この泥炭層中には薄い砂層が挟まれる（深さ 71～
72 cm；砂層 W3）．深さ 110～124 cm にかけて泥炭

層は徐々に分解質になり，深さ 124 cm 以下では泥分

を多く含むようになる．この分解質泥炭層は深さ

214 cm まで観察され，深さ 159～160 cm には灰色の

砂層が挟在するのが確認された．深さ 214～240 cm
には暗灰色の中粒～粗粒砂層が観察された．

地点 051208-9
深さ 0～20 cm は耕作土によって構成される．深さ

20～75 cm は黒色あるいは茶褐色の腐植質堆積物か

らなり，このうち深さ 49～51 cm には火山灰層，深

さ 54 cm には細粒砂の散在（砂層 W3），深さ 59～
62 cm には粘土層が認められた．深さ 75～82 cm に

は下位の地層境界が明瞭な灰色の中粒～粗粒砂層（砂

層 W4）が分布し，この砂層中には上方細粒化が認

められた．深さ 82～110 cm では未分解質の泥炭層が

見られ，深さ 110～125 cm では灰色で有機物に乏し

い泥層が見られる．このうち，深さ 121～123 cm に

は細粒砂層が挟在するのが確認された．深さ 125～
170 cm には灰色の中粒～粗粒砂が分布する．

この地点で得られた放射性炭素年代は，以下の通

りである．深さ 72～75 cm（種子）：1800±40 yBP，
深さ 72～75 cm（種子）：1780±40 yBP（第 1 表）． 

地点 051208-10
深さ 0～30 cm は耕作土によって構成される．深さ

30～50 cm は黒色の腐植質堆積物からなり，この腐

植質層の直下には細粒砂層が見られる（深さ 50～
50.5 cm；砂層 W3）．深さ 50.5～100 cm は赤茶褐色

の未分解質泥炭層が分布し，この泥炭層中には下位

の地層境界が明瞭な細粒砂層が挟まれる（深さ 75～
80 cm；砂層 W4）．泥炭層は深さ 100～110 cm にか

けて泥質になり，深さ 110～114 cm では灰色で有機

物に乏しい泥層となる．深さ 114～122 cm には細粒

砂層（砂層 W5）が見られ，この砂層の下位の地層

境界は明瞭である．また，この砂層中には上方細粒

化が認められ，砂層の最上部には多くの植物片が観

察された．深さ 122～140 cm には暗灰色で腐植に富
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んだ泥層が分布するが，この泥層中には砂脈のよう

なものが認められた．深さ 140～160 cm には黒色の

細粒砂層が見られた．

地点 051208-11
深さ 0～10 cm は耕作土によって構成される．深さ

10～35 cm は茶褐色の腐植質堆積物からなり，深さ

35～90 cm は上位より植物遺体が多い茶色の腐植質

層となる．このうち，深さ 85～86 cm には薄い細粒

砂層（砂層 W3）が見られた．深さ 90～123 cm には

赤茶色あるいは黒色の未分解質泥炭層が分布し，こ

の泥炭層の直下には細粒～中粒砂層が見られる（深

さ 123～135 cm；砂層 W4）．この砂層の下位の地層

境界は明瞭であり，砂層中には上方細粒化が認めら

れた．また，砂層の中部には多くの植物片が混じる

のが確認された．深さ 135～162 cm には黒色あるい

は茶褐色の腐植質堆積物が見られ，この腐植質層中

には細粒砂層が挟まれる（深さ 156～158 cm；砂層

W5）．深さ 162～175 cm はヨシの根茎を多く含む泥

質中粒砂からなり，深さ 175～190 cm は中粒～粗粒

砂層からなる．

地点 051208-12
深さ 0～20 cm は耕作土によって構成される．深さ

20～28 cm は黒色の腐植質堆積物からなり，このう

ち深さ 23～24 cm には黄色の火山灰層，深さ 25～
27 cm には細粒砂層（砂層 W3）が挟まれる．深さ

28～44 cm は赤褐色あるいは黒色の未分解質泥炭層

が見られる．深さ 44～64 cm は黒色で泥分に富んだ

腐植質堆積物からなるが，このうち深さ 55 cm 付近

には細粒砂が散在する（砂層 W4）．深さ 64～69 cm
は暗灰色の泥層からなり，この泥層の直下には中粒

～粗粒砂層が分布する（深さ 69～80 cm；砂層 W5）．
この砂層の下位の地層境界は明瞭であり，砂層中に

は上方細粒化が認められる．また，砂層の最上部に

は植物片が密集しているのが観察された．深さ 80～
103 cm は黒色の腐植質堆積物からなり，深さ 103～
130 cm は黒色の細粒～中粒砂層からなる．この砂層

は，深さ 130～170 cm で灰褐色の中粒砂層となる．

地点 051208-13
深さ 0～18 cm は耕作土によって構成される．深さ

18～32 cm は黒色の腐植質堆積物からなり，このう

ち深さ 18 cm 付近には細粒砂が散在する（砂層

W3）．深さ 32～39 cm は赤茶色の未分解質泥炭層か

らなり，この泥炭層は深さ 39～51 cm にかけて黒色

で腐植に富んだ泥層に変化する．深さ 51～54 cm に

は細粒砂層（砂層 W4）が見られ，この砂層の下位

の地層境界は明瞭である．また，砂層中には上方細

粒化が認められた．深さ 54～62 cm には再び黒色の

腐植質泥層が見られるが，上位（深さ 39～51 cm）

よりも泥分が多くなる．深さ 62～71 cm には中粒砂

層（砂層 W5）が見られ，この砂層の下位の地層境

界は明瞭である．また，砂層中には上方細粒化が認

められた．深さ 71～76 cm は黒色の腐植質堆積物か

らなるが，この層準の下部では砂分が卓越していく．

深さ 76～130 cm は黒色で有機物の多い細粒～中粒砂

層から構成される．

地点 051209-1
深さ 0～20 cm は耕作土によって構成される．深さ

20～35 cm は赤茶色の腐植質堆積物からなり，この

うち深さ 25 cm 付近には細粒砂（砂層 W3）が散在

する．深さ 35～57 cm は黒色の未分解質泥炭層から

なり，このうち深さ 49～51 cm には細粒砂層（砂層

W4）が見られる．この砂層の下位の地層境界は明瞭

であり，砂層中には上方細粒化が認められた．深さ

57～61 cm は灰色で有機物に乏しい泥層が見られ，

深さ 61～67 cm には細粒～中粒砂層（砂層 W5）が

見られる．この砂層の下位の地層境界は明瞭であり，

砂層中には上方細粒化が認められる．深さ 67～
74 cm は黒色の未分解質泥炭層が分布し，深さ 74～
79 cm には細粒～中粒砂層が見られる．この砂層の

下位の地層境界は明瞭であり，砂層中には上方細粒

化が認められる．深さ 79～80 cm には薄い腐植質堆

積物が見られるが，深さ 80～100 cm では黒色の中粒

～粗粒砂層に変化する．

地点 051209-2
深さ 0～13 cm は耕作土によって構成される．深さ

13～19 cm には茶褐色の腐植質堆積物からなり，こ

の腐植質層の直下には薄黄色の火山灰層が見られる

（深さ 19～20 cm）．深さ 20～60 cm は黒色の分解質

泥炭層からなり，このうち深さ 22～23 cm，38～
42 cm，48～54 cm には細粒～中粒砂層（砂層 W3-5）
が挟まれる．これらの砂層のうち，深さ 38～42 cm，

48～54 cm のものは下位の地層境界が明瞭であり，

砂層中に上方細粒化が認められた．深さ 60～100 cm
は黒色で有機物に富んだ細粒砂層が見られ，この砂

層は深さ 100～120 cm で淘汰の良い細粒～中粒砂層

に変化する．

地点 051209-3
深さ 0～20 cm は耕作土によって構成される．深さ

20～40 cm は黒色の腐植質堆積物が分布する．深さ

40～62 cm は黒色の未分解質泥炭層からなり，この

うち深さ 49～51 cm には暗黄色の火山灰層，深さ 56
～58 cm には砂層（砂層 W3）が挟まれる．深さ 62
～64 cm には砂層（砂層 W4）が見られ，この砂層の

直下は，砂層の上位より多くの泥分を含む腐植質層

が分布するようになる（深さ 64～80 cm）．この腐植

質層の中には，深さ 73～74 cm 付近に細粒砂が散在

（砂層 W5）しているのが確認された．深さ 80～
103 cm は黒色で腐植に富んだ泥質細粒砂層からな

り，この砂層は深さ 103～120 cm で淘汰の良い細粒

～中粒砂層に変化する．

地点 051209-4
深さ 0～12 cm は耕作土によって構成される．深さ

12～22 cm は黒褐色の泥層が分布する．深さ 22～
23 cm には火山灰層が見られ，この火山灰層の直下
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には未分解質の泥炭層が分布する（深さ 23～
54 cm）．この泥炭層のうち深さ 33 cm 付近には細粒

砂の散在（砂層 W3），深さ 47～51 cm には細粒～中

粒砂層（砂層 W4）が見られる．深さ 47～51 cm の

砂層における下位の地層境界は明瞭であり，砂層中

には上方細粒化が認められる．深さ 54～60 cm には

細粒～中粒砂層（砂層 W5）が見られ，この砂層の

下位の地層境界は明瞭であった．また，砂層中には

上方細粒化が認められた．この砂層の直下では，深

さ 60～100 cm において黒色で腐植に富んだ泥質細粒

砂層が見られる．この黒色砂層は深さ 100～120 cm
で淘汰の良い細粒～中粒砂層に変化する．

地点 051209-5
深さ 0～25 cm は耕作土によって構成される．深さ

25～76 cm は黒色の未分解質（下部では若干泥質と

なる）泥炭層からなり，このうち深さ 34～36 cm に

は暗黄色の火山灰層，深さ 48～50 cm，65～69 cm に

は砂層が挟まれる（砂層 W3，4）．これらの砂層に

おける下位の地層境界は明瞭であり，深さ 65～
69 cm の砂層には上方細粒化が特徴的に見られた．

深さ 76～83 cm には細粒～粗粒砂層（砂層 W5）が

見られ，この砂層における地層境界は明瞭である．

また，砂層中には上方細粒化が確認された．深さ 83
～120 cm は黒色で腐植に富んだ泥質細粒砂層からな

り，この砂層は深さ 120～140 cm で淘汰の良い細粒

砂層に変化する．

地点 051209-6
深さ 0～27 cm は耕作土によって構成される．深さ

27～54 cm は褐色あるいは黒色の腐植質堆積物から

なり，このうち深さ 29～30 cm には暗黄色の火山灰

層，深さ 78～50 cm には砂層（砂層 W3）が見られる．

深さ 54～63 cm には細粒～中粒砂層（砂層 W4）が

見られ，この砂層の下位の地層境界は明瞭である．

また，砂層中には上方細粒化が確認された．深さ 63
～80 cm には，黒色で有機物を多く含んだ細粒砂層

が分布し，この砂層中には石英質の細粒砂層が挟ま

れる（深さ 71～74 cm；砂層 W3）．深さ 71～74 cm
の砂層における下位の地層境界は明瞭であり，同砂

層中には上方細粒化が見られた．深さ 80～100 cm で

は黒色の細粒砂層が茶褐色に変化し，深さ 100～
110 cm では淘汰の良い細粒～中粒砂層となる．

地点 051209-7
深さ 0～40 cm は耕作土によって構成される．深さ

40～73 cm は茶褐色で腐植に富んだ泥層からなり，

このうち深さ 46～47 cm には暗黄色の火山灰層，深

さ 52～53cm，68～70 cm には細粒砂層が見られた（砂

層 W3，4）．深さ 73～75 cm には細粒～中粒砂層（砂

層 W5）が分布し，この砂層の下位の地層境界は明

瞭である．また，砂層中には上方細粒化が認められた．

深さ 75～85 cm は黒色の腐植質堆積物からなり，深

さ 85～130 cm は淘汰が悪くヨシの根茎を多く含んだ

細粒～中粒砂層が観察された．

地点 051209-8
深さ 0～20 cm は耕作土によって構成される．深さ

20～105 cm は黒色の腐植質堆積物からなり，このう

ち深さ 65 cm 付近に細粒砂の散在，深さ 91～95 cm
には細粒～中粒砂層が見られた．深さ 91～95 cm の

砂層における下位の地層境界は明瞭であり，同砂層

中には上方細粒化が見られた．深さ 105～140 cm は

黒色で有機物を多く含んだ細粒砂層が分布し，この

黒色砂層は深さ 140～160 cm において灰色でヨシの

根茎を多く含む細粒～中粒砂層に変化する．

地点 051209-9
深さ 0～40 cm は耕作土によって構成される．深さ

40～70 cm は黒色の未分解質泥炭層からなり，この

うち深さ 61～63 cm，65～67 cm に細粒砂層が見られ

る．深さ 70～75 cm は黒色あるいは茶褐色で腐植に

富んだ泥層からなる．深さ 75～85 cm は茶色でヨシ

の根茎を多く含んだ中粒砂層が分布する．この砂層

は深さ 85～120 cm で粗粒砂となりヨシの根茎が見ら

れなくなる．

地点 051209-10
深さ 0～20 cm は耕作土によって構成される．深さ

20～32 cm は灰茶色の泥層からなり，深さ 32～65 cm
は黒色の未分解質泥炭層からなる．泥炭層の中には，

深さ 38 cm，47～48 cm，55～58 cm に細粒～中粒砂

層が挟まれる（砂層 W3～5）．深さ 65～75 cm は黒

色で有機物を多く含んだ細粒～中粒砂層が見られ，

この砂層は深さ 75～100 cm において暗茶色でヨシの

根茎を含んだ細粒～中粒砂層へと変化する．

地点 051209-11
深さ 0～20 cm は耕作土によって構成される．深さ

20～55 cm は黒色の未分解質泥炭層からなり，この

うち深さ 40 cm に細粒砂の散在，深さ 45～50 cm に

細粒～中粒砂層が見られる．深さ 55～70 cm は黒色

で有機物を多く含んだ細粒～中粒砂層が見られ，こ

の砂層は深さ 75～100 cm において暗茶色でヨシの根

茎を含んだ細粒～中粒砂層へと変化する．

地点 051209-12
深さ 0～10 cm は耕作土によって構成される．深さ

10～30 cm は黒色の未分解質泥炭層からなり，この

泥炭層は深さ 30～50 cm において徐々に泥質になる．

深さ 50～55 cm には石英質の細粒～中粒砂層が見ら

れ，この砂層の下位の地層境界は明瞭である．また，

砂層中には上方細粒化が認められた．深さ 55～
80 cm でも泥炭層が見られ，上位の泥炭層と同様に，

地層の下部に向けて徐々に泥質になるのが観察され

た．深さ 80～82 cm では石英質の砂層が見られ，こ

の砂層の下位には泥炭層が分布する（深さ 82～
111 cm）．この泥炭層中には，深さ 104 cm 付近に細

粒砂層の散在が見られる．深さ 111～113 cm では石

英質の細粒～中粒砂層が見られ，この砂層の下位で

は黒色で腐植に富んだ泥層が分布する（深さ 113～
125 cm）．深さ 125～137 cm ではヨシの根茎を含み腐
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植に富んだ砂層が分布し，深さ 137～160 cm では下

部にむけて粗粒な砂層へと変化する．

地点 051209-13
深さ 0～40 cm は耕作土によって構成される．深さ

40～220 cm は黒色あるいは茶色の未分解質の泥炭層

が分布し，このうち深さ 198～199 cm に薄い細粒～

中粒砂層が見られた．深さ 220～230 cm は黒色で有

機物に富んだ砂層からなり，深さ 230～240 cm は灰

色で有機物の乏しい粗粒砂層からなる．

地点 051209-14
深さ 0～13 cm は耕作土によって構成される．深さ

13～25 cm は黒色の泥層からなり，深さ 25～70 cm
は黒色の未分解質泥炭層からなる．泥炭層の中には

深さ 50～53 cm に細粒～中粒砂層が挟まれ，この砂

層における下位の地層境界は明瞭である．また，砂

層中には上方細粒化が確認された．深さ 70～71 cm
においても石英質の細粒砂層が見られ，この砂層の

下位には黒色で有機物を多く含んだ泥質細粒砂層が

見られる（深さ 71～100 cm）．この砂層は深さ 100～
120 cm において灰色の中粒～粗粒砂層へと変化す

る．

地点 051209-15
深さ 0～20 cm は耕作土によって構成される．深さ

20～50 cm は黒色あるいは褐色の腐植質堆積物から

なり，深さ 50～55 cm では上位の地層よりさらに泥

分が増す．深さ 55～62 cm は中粒～粗粒砂層で，こ

の砂層における下位の地層境界は明瞭である．また，

砂層中には上方細粒化が確認された．深さ 62～
105 cm は茶褐色で未分解質の泥炭層が分布する．深

さ 105～120 cm は黒色で有機物に富んだ泥質細粒砂

が見られ，この泥質砂層は深さ 120～140 cm におい

て有機物に乏しい粗粒砂層へ変化する．深さ 120～
140 cm の砂層には，ヨシの根茎が多く含まれる．

地点 051209-16
深さ 0～20 cm は耕作土によって構成される．深さ

20～28 cm は褐色の泥層からなり，この泥層の直下

には黄色の火山灰層が見られる（深さ 28～30 cm）．

深さ 30～55 cm は黒色の腐植質堆積物からなり，こ

のうち深さ 40 cm 付近には層厚 1 mm 程度の細粒砂

層が見られる．深さ 55～64 cm は黒色で腐植に富ん

だ泥層からなり，この泥層の直下には細粒～中粒砂

層が見られる（深さ 64～70 cm）．この砂層における

下位の地層境界は明瞭であり，砂層中には上方細粒

化が確認された．深さ 70～120 cm は茶褐色の腐植質

堆積物からなり，このうち深さ 81～84 cm には中粒

砂層が見られる．この砂層における下位の地層境界

は明瞭であり，砂層中には上方細粒化が確認された．

深さ 120～132 cm には褐色で腐植に富んだ泥層から

なり，この泥層の深さ 126～128 cm には細粒～中粒

砂層が挟まれる．この砂層における下位の地層境界

は明瞭であった．深さ 132～150 cm は黒色で有機物

に富んだ泥質細粒砂が見られ，この泥質砂層は深さ

150～170 cm において有機物に乏しい粗粒砂層へ変

化する．

地点 051209-17
深さ 0～20 cm は耕作土によって構成される．深さ

20～40 cm は褐色の腐植質堆積物からなり，深さ 40
～65 cm では上位の地層よりも植物遺体が多い傾向

にある．これらのうち，深さ 40 cm 付近には層厚

1 mm 程度の細粒砂層が見られる．深さ 65～70 cm は

中粒～粗粒砂層で，この砂層における下位の地層境

界は明瞭である．また，砂層中には上方細粒化が確

認された．深さ 70～129 cm は茶褐色で未分解質の泥

炭層が分布する．この泥炭層中には，深さ 118～
119 cm に中粒砂層が挟まれる．深さ 129～130 cm 細

粒～中粒砂層が見られ，この砂層の下位では，上位

の泥炭層より泥分の多い腐植質層が分布する（深さ

130～135 cm）．深さ 135～160 cm は茶褐色で有機物

に富んだ泥質中粒砂が見られる．この砂層には，ヨ

シの根茎が多く観察された．

地点 051209-18
深さ 0～15 cm は耕作土によって構成される．深さ

15～36 cm は黒色あるいは褐色の腐植質堆積物から

なり，このうち深さ 20 cm 付近には細粒砂層が挟ま

れる．深さ 36～48 cm は未分解質の泥炭層からなり，

この泥炭層は深さ 48～62 cm で泥分を増す．深さ 62
～67 cm は細粒～中粒砂層で，この砂層における下

位の地層境界は明瞭である．また，砂層中には上方

細粒化が確認された．この砂層の下位では再び未分

解の泥炭層になるが（深さ 67～73 cm），深さ 73～
93 cm において泥分が増す．深さ 73～93 cm の泥質

層の中には，深さ 85～88 cm に細粒砂層が挟まれる．

深さ 93～130 cm は未分解質の泥炭層が分布するが，

泥炭層の下部では泥分が増すのが確認された．この

泥炭層中には，深さ 119～120 cm において細粒砂層

が見られた．深さ 130～140 cm は黒色で腐植に富ん

だ泥質細粒砂層からなり，この砂層は深さ 120～
140 cm で全体的に有機物の乏しい中粒砂層に変化す

る．中粒砂の最上部には，ヨシの根茎が多く見られた．

地点 0512010-1
深さ 0～20 cm は耕作土によって構成される．深さ

20～143 cm は未分解質泥炭層または腐植質堆積物か

らなり，このうち深さ 38～39 cm，66～69 cm，84～
85 cm，129～130 cm には細粒砂層が挟まれる．これ

らの細粒砂層のうち，深さ 66～69 cm，84～85 cm，

129～130 cm に関しては，下位の地層境界が明瞭で

あった．深さ 143～153 cm は茶色で腐植に富んだ砂

質泥層からなり，この泥層は深さ 153～180 cm で全

体的に有機物の乏しい中粒砂層に変化する．中粒砂

の最上部には，ヨシの根茎が多く見られた．

地点 0512010-2
深さ 0～30 cm は耕作土によって構成される．深さ

30～65 cm はヨシの葉・根茎が多く含まれる泥炭層

からなり，このうち深さ 50 cm 付近には細粒砂が散
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在する．深さ 65～120 cm は黒色の腐植質堆積物から

なり，このうち深さ 89～90 cm には細粒砂層が挟ま

れる．深さ 120～169 cm は未分解質泥炭層からなり，

深さ 130 cm に材化石，深さ 145～146 cm に細粒砂層

が見られた．深さ 169～175 cm は茶褐色で腐植に富

んだ細粒砂層からなり，この砂層は深さ 175～
200 cm で有機物の乏しい中粒砂層に変化する．

地点 0512010-3
深さ 0～50 cm は耕作土によって構成される．深さ

50～75 cm は黒色の腐植質堆積物からなり，この腐

植質層の直下には黄色の火山灰層が見られる（深さ

75～76 cm）．深さ 75～210 cm は黒色あるいは褐色の

泥炭層からなり，このうち深さ 88～89 cm には細粒

砂層，深さ 157 cm 付近と 168 cm 付近には細粒砂の

散在が確認された．深さ 210～285 cm は褐色で腐植

に富んだ泥層かならなり，この泥層中の深さ 250～
251 cm には細粒砂層が見られた．深さ 285～300 cm
は褐色の腐植質堆積物が観察された．

地点 0512010-4
深さ 0～33 cm は耕作土によって構成される．深さ

33～70 cm は黒色の腐植質堆積物からなり，深さ 70
～250 cm は泥炭層からなる．この泥炭層のうち，深

さ 120～121 cm には黄色の火山灰層が見られた．ま

た，深さ 138～161 cm は木本質泥炭層で，深さ 139
～140 cm と 160～161 cm には材化石が見られた．深

さ 180～190 cm にはワレモコウの種子が見られた．

深さ 250～270 cm は褐色で腐植に富んだ泥層かなら

なる．

地点 0512010-5
深さ 0～20 cm は耕作土によって構成される．深さ

20～130 cm は黒色あるいは褐色の腐植質堆積物から

なる．深さ 130～170 cm にはヨシの葉・根茎が多く

含まれる未分解質泥炭層が分布し，この泥炭層中の

深さ 154 cm 付近には細粒砂が散在する．深さ 170～
280 cm は暗茶色の腐植質堆積物が見られ，この腐植

質層の直下には細粒～中粒砂層が確認された（深さ

280～283 cm）．この砂層における下位の地層境界は

明瞭で，砂層中には上方細粒化が確認された．深さ

283～290 cm は茶褐色で腐植に富んだ泥層からなり，

この泥層は深さ 290～300 cm で有機物の乏しい中粒

砂層に変化する．

山元町（鷲足排水路近く）測線（第 7, 21, 22 図）

地点 051203-4
深さ 0～40 cm は耕作土によって構成される．深さ

40～100 cm は明黄色で淘汰の良い中粒砂層からな

る．

地点 051203-5
深さ 0～20 cm は耕作土によって構成される．深さ

20～150 cm は明黄色で淘汰の良い中粒砂層からな

る．

地点 051203-6
深さ 0～29 cm は耕作土によって構成される．深さ

29～32 cm は灰色の中粒砂層で，この砂層における

下位の地層境界は明瞭であった．また，砂層中には

上方細粒化が認められた．深さ 32～40 cm は黒色で

有機物に富んだ泥質細粒砂層が分布し，深さ 40～
80 cm は暗灰色で淘汰の悪い粗粒砂層からなる．深

さ 40～80 cm の粗粒砂層の中には，小礫が多く見ら

れた．

地点 051203-7
深さ 0～40 cm は耕作土によって構成される．深さ

40～54 cm は細粒砂質が多く含まれる黒色の腐植質

堆積物からなる．深さ 54～55 cm には灰色の細粒砂

層が見られ，この砂層の直下からバックグラウンド

に砂が見られなくなる（深さ 55～149 cm）．深さ 55
～149 cm の腐植質層の中には，基底付近に中礫が混

じる砂層が挟まれる（深さ 130～134 cm）．この砂層

における下位の地層境界は明瞭であり，砂層中には

上方細粒化が認められる．深さ 149～190 cm は暗灰

色の中粒～粗粒砂層見られる．この砂層は，上部の

ほうが若干細かくなる．

この地点で得られた放射性炭素年代は，以下の通

りである．深さ 75～78 cm（種子）：310±40 yBP（第

1 表）．

地点 051110-5
深さ 0～30 cm は耕作土によって構成される．深さ

30～100 cm は明黄色で淘汰の良い中粒砂層からな

る．

地点 051202-7
深さ 0～50 cm は耕作土によって構成される．深さ

50～60 cm は黒色の未分解質泥炭層からなり，深さ

60～150 cm は明黄色で淘汰の良い中粒砂層からな

る．

地点 051202-6
深さ 0～40 cm は耕作土によって構成される．深さ

40～150 cm は明黄色で淘汰の良い中粒砂層からな

る．

地点 051203-8
深さ 0～20 cm は耕作土によって構成される．深さ

20～100 cm は明黄色で淘汰の良い中粒砂層からな

る．

地点 051203-1
深さ 0～50 cm は耕作土によって構成される．深さ

50～75 cm は褐色で未分解質の泥炭層からなり，こ

のうち深さ 62～70 cm には中粒～細粒砂が挟まれる．

この砂層における下位の地層境界は明瞭であり，砂

層中には上方細粒化が確認された．深さ 75～150 cm
は灰色の粗粒砂が分布する．

地点 051203-2
深さ 0～35 cm は耕作土によって構成される．深さ

35～55 cm は褐色の腐植質堆積物からなり，この腐

植質層には細粒砂層が挟まれる（深さ 50～51 cm）．

深さ 55～61 cm には灰色の中粒～粗粒砂層が分布し，

この砂層における下位の地層境界は明瞭である．ま
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た，砂層中には上方細粒化が認められた．深さ 61～
82 cm には茶色の未分解質泥炭層が見られ，このう

ち深さ 75～80 cm には中粒砂層が挟まれる．この砂

層における下位の地層境界は明瞭であり，砂層中に

は上方細粒化が確認された．また，砂層の最上部に

は植物片が多く見られた．深さ 82～120 cm は灰色の

中粒砂層からなる．この砂層の中部には小礫が多く

観察された（深さ 95～100 cm）．

地点 051203-3
深さ 0～30 cm は耕作土によって構成される．深さ

30～51 cm は褐色の腐植質堆積物からなり，この腐

植質層には細粒砂層が挟まれる（深さ 49～50 cm）．

深さ 51～63 cm は灰色の中粒砂層からなり，この砂

層における下位の地層境界は明瞭であった．深さ 63
～80 cm は黒色あるいは黒褐色で有機物の多い中粒

砂層からなる．

地点 051202-5
深さ 0～50 cm は耕作土によって構成される．深さ

50～130 cm は赤茶色の未分解質泥炭層からなる．深

さ 130～193 cm には茶色の腐植質堆積物が分布し，

この腐植質層には深さ 160～163 cm，176 cm，181～
183 cm に細粒～中粒砂層が挟まれる．深さ 160～
163 cm，181～183 cm の砂層における下位の地層境

界は明瞭で，これらの砂層中には上方細粒化が見ら

れた．深さ 193～198 cm にも細粒～中粒砂層が見ら

れ，この砂層も上位の砂層と同様に，下位の明瞭な

地層境界と上方細粒化が見られた．深さ 198～
246 cm は灰色で有機物に乏しい泥層からなり，この

うち深さ 202～203 cm，206～207 cm には黒色の細粒

砂層が挟まれる．深さ 246～270 cm は黒色の中粒砂

層が分布する．この砂層の最下部は若干泥質となる．

地点 051202-4
深さ 0～50 cm は耕作土によって構成される．深さ

50～100 cm は赤茶色の未分解質泥炭層からなる．深

さ 100～163 cm には茶色の腐植質堆積物が分布し，

この腐植質層には深さ 129～130 cm に細粒砂層，深

さ 150～154 cm に細粒～中粒砂層が挟まれる．深さ

150～154 cm の砂層における下位の地層境界は明瞭

であり，砂層中には上方細粒化が確認された．また，

泥炭層中にヒシの果実（深さ 130～134 cm），材化石

（深さ 149～150 cm）が観察された．深さ 163～
180 cm は灰色の細粒砂層が見られる．

地点 051202-3
深さ 0～35 cm は耕作土によって構成される．深さ

35～100 cm は赤茶色の未分解質泥炭層からなり，こ

の泥炭層の深さ 90 cm 付近にはヒシの果実が観察さ

れた．深さ 100～176 cm には茶色の腐植質堆積物が

分布し，この腐植質層には深さ 123～126 cm に白色

の火山灰層，深さ 134～135 cm に細粒砂層，深さ

158～159 cm に灰色で有機物に乏しい泥層が挟まれ

る．深さ 134～135 cm の砂層における下位の地層境

界は明瞭であり，砂層中には上方細粒化が確認され

た．深さ 176～190 cm は黒色の中粒～粗粒砂層が見

られる．

地点 051202-2
深さ 0～60 cm は耕作土によって構成される．深さ

60～93 cm は赤茶色の泥炭層からなり，深さ 93～
160 cm は茶色で腐植に富んだ泥層からなる．この泥

層中には，深さ 109～110 cm に火山灰層，深さ 111
～112 cm，124～130 cm，134～137 cm，148～153 cm
に細粒～中粒砂層（砂層 Y2-5）が挟まれる．深さ

124～130 cm，134～137 cm，148～153 cm の砂層に

おける下位の地層境界は明瞭で，砂層中には上方細

粒化が確認された．また，深さ 134～137 cm の砂層

中には貝殻片が見られた．深さ 160～190 cm は灰色

の中粒～粗粒砂層からなる．

地点 051201-9
深さ 0～20 cm は耕作土によって構成される．深さ

20～138 cm は黒色あるいは茶褐色の未分解質泥炭層

からなり，このうち深さ 104～105 cm に白色の火山

灰層，深さ 100～100.5 cm，102～102.5 cm，103～
104 cm に細粒砂層が挟まれる．深さ 130 cm 付近に

は材化石が見られる．深さ 138～152 cm は黒色の腐

植質堆積物からなり，この腐植質層中には細粒～中

粒砂層が見られる（深さ 138～142 cm）．この砂層に

おける下位の地層境界は明瞭で，砂層中には上方細

粒化が確認された．深さ 152～160 cm にも細粒～中

粒砂層が見られ，この砂層も上位の砂層と同様に，

明瞭な下位の地層境界と上方細粒化が認められた．

深さ 160～163 cm は灰色で有機物に乏しい泥層が分

布し，深さ 163～172 cm では黒色で有機物に富んだ

中粒砂となる．

地点 051203-9
深さ 0～30 cm は耕作土によって構成される．深さ

30～270 cm は黒色の未分解質および分解質泥炭層か

らなる．この泥炭層中には，深さ 117～118 cm，175
～178 cm に灰色で有機物に乏しい泥層が挟まれる．

地点 051202-1
深さ 0～100 cm は耕作土によって構成される．深

さ 100～150 cm は茶褐色の腐植質堆積物からなり，

このうち深さ 129～130 cm に白色の火山灰層が見ら

れる．深さ 150～165 cm は褐色の泥層が分布し，深

さ 165～193 cm は黒色で未分解質の泥炭層となる．

この泥炭層には，深さ 174～176 cm に細粒砂層が挟

在する．深さ 193～200 cm には灰色で有機物に乏し

い泥層が見られ，深さ 200～219 cm には黒色で腐植

に富んだ泥層が見られる．黒色の泥層中には，細粒

～中粒砂層が見られ（深さ 202～206 cm），この砂層

における下位の地層境界は明瞭である．深さ 219～
250 cm には灰色の砂層が見られ，砂層中では下部か

ら上部にかけて，粗粒砂 中粒砂（深さ 240～
250 cm），中粒砂 細粒砂（深さ 230～248 cm），植

物片の多く含んだ細粒砂（深さ 219～230 cm）と変

化する．深さ 250～260 cm は褐色で腐植に富んだ泥
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層からなり，深さ 260～300 cm は灰色の中粒～粗粒

砂層からなる．深さ 280～290 cm 付近では，砂層の

淘汰が悪くなるのが観察された．

地点 051201-6
深さ 0～70 cm は耕作土によって構成される．深さ

70～120 cm は茶褐色で腐植に富んだ泥層からなり，

深さ 120～198 cm は黒色の泥炭層からなる．泥炭層

中には，深さ 160～161 cm に白色の火山灰層，深さ

173～174 cm に細粒砂層が見られる．深さ 198～
236 cm は黒色で有機物に富んだ泥層からなり，この

うち深さ 200～201 cm，204～205 cm，212～216 cm
には黒色の細粒砂層が挟まれる．深さ 236～270 cm
は，灰色で有機物に乏しい泥層と，黒色で腐植に富

んだ泥層が互層を形成する．

地点 051201-7
深さ 0～70 cm は耕作土によって構成される．深さ

70～182 cm は黒色の腐植質堆積物からなり，このう

ち深さ 137～138 cm は白色の火山灰層，深さ 167～
170 cm は灰色の細粒～中粒砂層が見られる．この砂

層における下位の地層境界は明瞭であり，砂層中に

は上方細粒化が認められる．深さ 182～239 cm は灰

色の泥層からなり，この泥層には深さ 185～194 cm
に細粒～中粒砂層が挟まれる．深さ 167～170 cm の

砂層と同様に，この砂層における下位の地層境界は

明瞭であり，砂層中には上方細粒化が認められる．

深さ 239～272 cm は黒色の泥炭層からなり，この泥

炭層中には深さ 245～250 cm，254～255 cm，265～
270 cm に黒色の細粒砂層が見られる．

地点 051201-5
深さ 0～40 cm は耕作土によって構成される．深さ

40～50 cm は茶色の腐植質堆積物からなる．深さ 50
～170 cm は暗灰色の中粒～粗粒砂層が分布する．こ

の砂層の最上部は淘汰が悪く，最下部には貝殻片を

含む．

地点 051201-8
深さ 0～50 cm は耕作土によって構成される．深さ

50～270 cm は黒色の腐植質堆積物からなり，このう

ち深さ 119～121 cm には白色の火山灰層が挟まれる．

また，深さ 157～158 cm，173～174 cm には細粒砂層，

深さ 177～184 cm，202～210 cm には細粒～中粒砂層

が見られた．これらのうち，深さ 202～210 cm の砂

層における下位の地層境界は明瞭であり，砂層中に

上方細粒化が確認された．以上の火山灰層と砂層に

加 え て， 深 さ 214～215 cm，239～240 cm，244～
246 cm，250～251 cm には灰色で有機質に乏しい泥

層が挟在するのが観察された．

地点 051201-4
深さ 0～60 cm は耕作土によって構成される．深さ

60～90 cm は茶褐色の腐植質堆積物からなり，深さ

90～143 cm は黒色の未分解質泥炭層からなる．この

うち，深さ 110～111 cm には灰色の細粒砂層が挟ま

れる．深さ 143 cm より下位は茶褐色で腐植に富んだ

泥層からなるが，深さ 170 cm において急激に黒色で

泥分の多い泥炭層に変化する．深さ 200～209 cm に

は中粒砂～細粒砂層が分布し，この砂層の下位の地

層境界は明瞭であった．また，この砂層中には上方

細粒化が認められる．深さ 209～253 cm には黒色で

腐植に富んだ泥層からなるが，泥層の下部では砂質

となる．深さ 253～284 cm は茶色で未分解の泥炭層

からなり，このうち深さ 269～273 cm には中粒砂が

挟まれる．この砂層における下位の地層境界は明瞭

であり，砂層中には上方細粒化が確認された．深さ

284～310 cm は黒色で有機物に富んだ粗粒砂層が分

布する．

地点 051201-3
深さ 0～60 cm は耕作土によって構成される．深さ

60～184 cm 茶褐色の腐植質堆積物からなり，このう

ち深さ 123～124 cm には火山灰層，深さ 137～
148 cm，167～176 cm には中粒砂～細粒砂層が見ら

れる．これらの砂層における下位の地層境界は明瞭

であり，砂層中には上方細粒化が確認された．また，

深さ 167～176 cm の砂層の最上部は泥層に覆われる．

深さ 184～260 cm では黒色で有機物に富んだ中粒砂

層が分布する．

地点 051201-2
深さ 0～50 cm は耕作土によって構成される．深さ

50～225 cm 茶褐色の腐植質堆積物からなり，このう

ち深さ 70～72 cm，148～150 cm，180～190 cm には

中粒砂～細粒砂層が見られる．これらの砂層におけ

る下位の地層境界は明瞭であり，砂層中には上方細

粒化が確認された．また，深さ 70～72 cm，180～
190 cm の砂層の最上部は泥層に覆われる．深さ 225
～250 cm では黒色で有機物に富んだ中粒砂層が分布

し，この砂層中にはヨシの根茎が多く見られた．深

さ 250～260 cm は茶色の粗粒砂層が見られる．

地点 051201-1
深さ 0～30 cm は耕作土によって構成される．深さ

30～207 cm 茶褐色の腐植質堆積物からなり，このう

ち深さ 58～64 cm，130～137 cm，159～167 cm には

中粒砂～細粒砂層が見られる．これらの砂層におけ

る下位の地層境界は明瞭であり，砂層中には上方細

粒化が確認された．また，深さ 58～64 cm，159～
167 cm の砂層の最上部は泥層に覆われる．深さ 207
～210 cm にかけて堆積物は砂分を増していき，深さ

210～225 cm では黒色で有機物に富んだ細粒砂層と

なる．深さ 225～260 cm は茶色の粗粒砂～中粒砂層

で，多くの円礫が含まれる．

５．珪藻化石群集と推定される古環境

本報告と澤井ほか（2007）で記載した試料のうち，

山元町，亘理町，仙台市のコアについて珪藻化石分

析を行った．以下はその結果である．
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地点 060415-17（仙台市）（第 23 図）

堆積物の層相と珪藻群集の変化から，5 つの珪藻

帯に分けることができる．最下位の珪藻帯 1 では，

様々な環境に生育する珪藻類が同時に産出するが，

第一優占種，第二優占種はともに汽水～海水域に生

育する分類群である．この群集組成と層相から，珪

藻帯 1 の層準は汽水湿地の環境で堆積したと判断し

た．珪藻帯 2 では，砂質干潟などに特徴的に生育す

る Petroneis marina が第一優占種として見られことか

ら，本層準は海の影響を強く受けて堆積したと考え

られる．層相（砂）を考慮すると，これは Petroneis 
marina が現地性である（砂が安定して堆積する干潟

のような環境で，P. marina もそこで生育していた）

のか，異地性である（砂がストームや津波によって

海から運ばれ，P. marina もそのときに運搬された）

のかを判断することはできない．珪藻帯 3 では海域

に生育できる珪藻種は見られなくなり，汽水域と淡

水域に生育する珪藻類のみが見られるようになる．

この群集組成と層相から，本層準は海水の影響を少

し受けるような湿地環境であったと推定される．珪

藻帯 4 では，再び淡水，汽水，海水環境に生育する

珪藻全てが見られる混合群集となる．珪藻帯 2 との

相違点は，ここでは，砂質干潟に生育する珪藻類よ

りも，海草類に付着する珪藻（Tabularia fasciculata）
や塩性湿地に見られる珪藻（Pinnunavis yarrensis）が

優占することである．この群集組成と層相から判断

して，珪藻帯 4 で見られる群集は基本的に異地性の

ものであり，砂が海から運搬される際に水塊と一緒

に運ばれた（あるいは，付着器物と共に運ばれた）

と考えた．珪藻帯 5 では，淡水生珪藻 Pinnularia 属

が優占し，珪藻帯 5 に相当する層準は淡水湿地環境

で堆積したと考えられる．

地点 051209-16（亘理町）（第 24 図）

堆積物の層相と珪藻群集の変化から，7 つの珪藻

帯に分けることができる．珪藻帯 i では，淡水域に

生育する Pinnularia 属，中～低鹹性汽水や淡水域に

生育する Rhopalodia gibberula，Nitzschia scalaris が産

出する．このことから，当時は若干海水の影響を受

けていた湿地であったと考えられる．珪藻帯 ii では，

汽水－海水生種である Paralia sulcata や Diploneis 
smithii，海水浮遊生種である Thalassiosira属が見られ，

淡水生種はほとんど見られない．このことから，珪

藻帯 ii に相当する砂層は，海水の影響を強く受けて

堆積したと考えられる．珪藻帯 iii では，珪藻帯 i に
おいて見られた汽水生珪藻は産出しなくなり，淡水

湿 地 生 の 珪 藻 種（Pinnularia hemiptera，Eunotia 
praerupta var. bidens，Cymbella 属など）のみが優占

するようになる．珪藻帯 iii における珪藻群集と層相

から判断して，当時の堆積環境は淡水湿地であった

と推定した．珪藻帯 iv では再び汽水－海水生種であ

る Paralia sulcata が産出するようになり，本珪藻帯

に相当する砂層は海水の影響を強く受けて堆積した

と推定される．珪藻帯 iv より上位の地層は，珪藻帯

iii および iv で見られた群集変化の繰り返しである．

すなわち，珪藻帯 v，vii では淡水湿地に生育する珪

藻が優占し，珪藻帯 vi では淡水生珪藻に加えて汽水

－海水生種である Paralia sulcata が産出するように

なる．珪藻帯 v～vii における堆積環境は，珪藻帯

iii，iv と同様に，安定した湿地環境に海起源の砂が

運搬されるものであったと考えられる．

地点 051109-2（山元町）（第 25 図）

堆積物の層相と珪藻群集の変化から，6 つの珪藻

帯に分けることができる．最下部の砂層では，砂層

の最上部において淡水生珪藻が見られるのみで，砂

層中部より下位からは珪藻化石が産出しなかった（珪

藻帯 I）．珪藻帯 I では，淡水域に広く生育する

Synedra unla や，湿地および半乾燥環境に見られる

Hantzschia amphioxys が見られた．珪藻帯 II では，引

き続き Synedra unla や Hantzschia amphioxys が優占す

る．これらの種の生育環境と層相（泥炭質）が一致

することから，これらは当時の淡水湿地性環境を反

映した群集であると判断される．珪藻帯 III は，

Synedra unla や Hantzschia amphioxys などの淡水生種

と， 汽 水 － 海 水 生 種 で あ る Paralia sulcata や

Diploneis smithii，海水浮遊生種である Thalassiosira
属が混合する群集である．この群集と層相が示す堆

積環境は，安定した淡水湿地環境に，海水と共に砂

が運ばれてきたと考えると理解しやすい．つまり，

淡水生珪藻は水塊が砂を運ぶときに周囲から運ばれ

てきたものであり，汽水－海水生珪藻は水塊あるい

は砂と一緒に運ばれてきたものと推定できるのであ

る．珪藻帯 IV および VI は，珪藻帯 II と同様に

Synedra unla や Hantzschia amphioxys などの淡水生種

が優占し，珪藻群集と層相から淡水湿地環境であっ

たと推定された．珪藻帯 V は，珪藻帯 III と同様に

淡水生種と汽水－海水生種の混合群集であり，珪藻

帯 III と同様に本層準がイベント性堆積物であること

を示している． 
本章で述べた 3 地点の珪藻分析結果は，仙台平野

における砂層が海による作用によって運ばれたとす

る既存の推定（Minoura and Nakaya，1991；澤井ほか， 
2007）と大きく矛盾しない． 

６．仙台市に見られるイベント砂層の年代

澤井ほか（2007）や宍倉ほか（2007）で述べられ

ているように，十和田 a 火山灰層（西暦 915 年，町田・

新井，2003）の数～ 10 数 cm 下に見られる砂層（砂

層 S2，N1，W3，Y2，YS2）は，その平面的な広がり，

海生珪藻類の多産，歴史記録との対比などから，西

暦 869 年の貞観津波によって運ばれたものと推定さ

れる（第 26 図）． OxCal を用いて仙台市における砂

層の堆積年代を計算したところ（第 2 表，第 26 図，

27），地点 060421-6 において 2880～2600 cal yBP（砂
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層 S4），2250～1250 cal yBP（砂層 S3），1180～1030 
cal yBP（砂層 S2），地点 060421-11 において 2540～
2150 cal yBP（砂層 S3），1700～1000 cal yBP（砂層

S2），地点 060421-18 において 2000～1550 cal yBP（砂

層 S3）という値を示した（いずれも 1 ）．第 27 図

に 示 し た よ う に， 地 点 060421-6 お よ び 地 点

060421-11 から得られた砂層 S2 の年代は貞観津波の

時期（西暦 915 年）の範囲をカバーしており，砂層

S2 が貞観津波の堆積物とする仮定に矛盾しない．し

かしながら，砂層 S3 については 3 地点間でのばらつ

きがあり，他の地域との対比に問題が残されている． 

７．堆積物から推定される貞観津波の浸水域

過去の津波の浸水域を推定するためには，当時の

海岸線の位置を特定する必要がある．過去の海岸線

は，浜堤列の発達史から推定することができる．砂

浜海岸の断面を考えた場合，寄せ波が遡上したり引

き返したりするところが平均低潮位～高潮位にあた

り，この場所を含んだ平均的高潮時における波の遡

上上限までを「前浜」環境と呼んでいる．そして，

平均高潮位より上部には，砂礫が打ち上げられた堤

状の地形（浜堤）ができる．さらにこの浜堤の背面

には，若干の低まりがあることが普通である．仮に，

この砂浜海岸が離水して基準面が下がったとすると，

直ちに新しい浜堤が海側に形成され，過去の浜堤と

の間に堤間湿地ができる．このような地形発達が巨

大津波の前後で起きていたとすると，堤間湿地に記

録されたある津波堆積物を詳細に追うことで，その

津波時におけるおおよその海岸線の位置を推定する

ことができる．本研究では，貞観津波に対比される

砂層と十和田 a 火山灰を追うことによって，当時の

海岸線を推定した．それぞれの地域で推定された貞

観津波の浸水域は以下の通りである． 
[ 仙台市 ]

調査側線沿いにおいて十和田 a 火山灰層とその直

下のイベント砂層（貞観津波に相当）を追った結果，

現在の海岸線より約 2 km の地点まで確認することが

できた．貞観津波襲来時の海岸線の位置は現在の海

岸線より 0.5～1.0 km 程度内陸に存在していたと推定

されることから，貞観津波の遡上距離は少なくとも

1 km と考えられる

[ 名取市 ]

貞観津波に相当するイベント堆積物は，現在の海

岸線より約 5 km の地点まで確認することができた．

貞観津波襲来時の海岸線の位置は，地形的な対比か

ら 0.5～1.0 km 程度内陸に存在していたと推定される

ことから，貞観津波の遡上距離は少なくとも 4 km と

考えられる． 
[ 亘理町 ]

現在の海岸線より約 4 km の地点まで貞観津波に相

当するイベント堆積物を確認することができた．貞

観津波襲来時の海岸線の位置は現在の海岸線より 1
～1.5 km 程度内陸に存在していたと推定されること

から，貞観津波の遡上距離は約 2.5 km と考えられる．

[ 山元町 ]

現在の海岸線より約 3 km の地点まで貞観津波に相

当するイベント堆積物を確認することができた．貞

観津波襲来時の海岸線の位置は現在の海岸線より 1
～1.5 km 程度内陸に存在していたと推定されること

から，貞観津波の遡上距離は約1.5 kmと考えられる． 

８．まとめと今後の課題

澤井ほか（2007）で行った小型ジオスライサーに

よる調査を補完するため，ハンドコアラーによる掘

削調査を行った．その結果，仙台市におけるイベン

ト砂層の分布を知ることができた．しかしながら，

放射性炭素年代にはばらつきが見られ，貞観以前に

おけるイベントの詳しい繰り返し間隔を知るために

はさらなる調査が必要である．

また，津波堆積物から復元される浸水域というの

は，実際の浸水域より小さいものであることを強調

したい．例えば，2003 年十勝沖地震の際は，最大で

4 m 程度の津波が海岸を襲ったが，陸上にはデブリ

を残すだけで大量の砂を運ぶことはなかった．貞観

津波の際も，実際の遡上上限は津波堆積物の分布よ

りもさらに内陸にあったが，遡上するうちに波の営

力が弱まり，砂を遡上上限付近まで運ぶことができ

なかったと考えるのが妥当である．
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まで解明できるか－貞観十一年（869 年）の地震・

津波を例として－．歴史地震，17，130-146.
 
（受付：2008 年 5 月 14 日，受理：2008 年 11 月 27 日）
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ハンドコアラーを用いた宮城県仙台平野（仙台市・名取市・岩沼市・亘理町・山元町）における古津波痕跡調査

地域名 測線 地点名 深さ（cm） 測定物 年代（
14C yBP） 年代（cal yBP）1 Lab no.（Beta-）2

1 仙台市（大沼東－仙台東 IC） B（第 9 図） 060421-6 25-27 Charcoals 1280±40 1300-1080 218056

2 仙台市（大沼東－仙台東 IC） B（第 9 図） 060421-6 59-61 Charcoals 2290±40 2360-2150 218057

3 仙台市（大沼東－仙台東 IC） B（第 9 図） 060421-6 73-75 Seeds 2470±40 2720-2360 218058

4 仙台市（大沼東－仙台東 IC） B（第 9 図） 060421-6 127-129 Charcoals 2810±40 3040-2790 218059

5 仙台市（大沼東－仙台東 IC） C（第 10 図） 060421-11 44-47 Charcoals 1820±40 1870-1620 219561

6 仙台市（大沼東－仙台東 IC） C（第 10 図） 060421-11 51-52 Charcoals 2120±40 2310-1990 219562

7 仙台市（大沼東－仙台東 IC） C（第 10 図） 060421-11 77-79 Charcoals 2540±40 2760-2480 219563

8 仙台市（大沼東－仙台東 IC） C（第 10 図） 060421-18 38-39 Charcoals 1710±40 1710-1530 219567

9 仙台市（大沼東－仙台東 IC） C（第 10 図） 060421-18 45-46 Charcoals 1970±40 2000-1820 219568

10 仙台市（南大沼東－霞目） E（第 12，23 図） 060415-17 38-40 Charcoals 1820±40 1870-1620 218050

11 仙台市（南大沼東－霞目） E（第 12，23 図） 060415-17 52-55 Charcoals 2220±40 2340-2140 219566

12 仙台市（南大沼東－霞目） E（第 12，23 図） 060415-17 75-80 Charcoals 2240±40 2350-2150 218051

13 仙台市（南大沼東－霞目） E（第 12 図） 060416-7 35-36 Seeds 1350±40 1340-1180 219564

14 仙台市（南大沼東－霞目） E（第 12 図） 060416-7 68-69 Charcoals 1950±40 2000-1820 219565

15 仙台市（南大沼東－霞目） F（第 13 図） 060417-3 41-43 Charcoals 1760±40 1820-1560 218052

16 仙台市（南大沼東－霞目） F（第 13 図） 060417-3 45.5-47 Charcoals 2060±40 2140-1920 218053

17 仙台市（南大沼東－霞目） F（第 13 図） 060417-3 57-59 Seeds 2220±40 2340-2140 218054

18 仙台市（南大沼東－霞目） F（第 13 図） 060417-3 89-90 Charcoals 2470±40 2720-2360 218055

19 亘理町 K（第 18 図） 051208-7 50-58 Charcoals 2050±40 2130-1900 213619

20 亘理町 K（第 18 図） 051208-7 50-58 Seeds 1940±40 2000-1810 213620

21 亘理町 K（第 18 図） 051208-9 72-75 Seeds 1800±40 1830-1610 213621

22 亘理町 K（第 18 図） 051208-9 72-75 Seeds 1780±40 1820-1570 213622

23 山元町 N（第 21 図） 051109-4 73-76 Seeds 1280±40 1300-1080 213633*

24 山元町 N（第 21 図） 051109-4 89-91 Seeds 1300±40 1310-1140 213634*

25 山元町 N（第 21 図） 051203-7 75-78 Seeds 310±40 490-290 215716

26 山元町 O（第 22 図） 051109-1 58-62 Charcoals 1900±40 1930-1720 213625*

27 山元町 O（第 22 図） 051109-1 130-134 Charcoals 2750±40 2950-2760 213626*

28 山元町 O（第 22 図） 051109-1 145-149 Charcoals 3170±40 3480-3270 213627*

29 山元町 O（第 22 図） 051109-1 155-159 Charcoals 3590±40 4070-3720 213628*

30 山元町 O（第 22，25 図） 051109-2 114-116 Seeds 1710±40 1710-1530 213629*

31 山元町 O（第 22，25 図） 051109-2 119-121 Charcoals 1880±40 1900-1710 213630*

32 山元町 O（第 22，25 図） 051109-2 129-131 Charcoals 2860±40 3140-2860 213631*

33 山元町 O（第 22，25 図） 051109-2 164-166 Charcoals 3580±40 3990-3720 213632*

地点名 砂層名 イベント年代
3
（cal yBP） イベント年代

4
（cal yBP）

060421-6（仙台市・大沼）

S2 1180-1030 1240-1030

S3 2250-1250 2350-1150

S4 2880-2600 2950-2450

060421-11（仙台市・大沼）
S2 1700-1000 1800-1000

S3 2540-2150 2700-2000

060421-18（仙台市・南長沼） S3 2000-1550 2250-1350

第 1 表．本研究で示した放射性炭素年代測定値．測定は全て加速器質量分析計による．
Table 1. Radiocarbon ages. Dating was carried out by acceleration mass spectrometry dating method.

第 2 表．放射性炭素年代測定によって推定されたイベント砂層の年代．年代の推定には
OxCal 3.10（Ramsey，1995，2001）を用いた．

Table 2. Ages of sand sheets based on radiocarbon ages. Calculation of the ages used the 
computer program OxCal 3.10 (Ramsey, 1995, 2001)

1  OxCal 3.0（Ramsey，1995，2001）を用いて行った暦年補正値（Two standard deviations）．補正のためのデータセットは，

Reimer et al.（2004）および Hughen et al.（2004）を使用した．
2  * で示された年代は，図のみに掲載．詳細な記載は澤井ほか（2007）で行った．
3  OxCal によって得られたイベント年代（1 ）． 
4  OxCal によって得られたイベント年代（2 ）．
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第 1 図．調査地点図（1）．赤丸は，澤井ほか（2007）で調査した地点．国土地理院発行 1/25000 地形図「塩竈」
「仙台東北部」「仙台西北部」「仙台西南部」「仙台東南部」「岩沼」「仙台空港」を改変して使用．

Fig. 1. Location map (1). Red circles are locations studied by Sawai et al. (2007). Modified from 1/25000-scale 
map of Geographical Survey Institute of Japan, [Shiogama], [Sendai Touhokubu], [Sendai Seihokubu], 
[Sendai Seinanbu], [Sendai Tounanbu], [Iwanuma], [Sendai Kuukou]. 
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第 2 図．調査地点図（2）．国土地理院発行 1/25000 地形図「亘理」「角田」「丸森」「荒浜」
「山下」「新地」を改変して使用．

Fig. 2. Location map (2). Red circles are locations studied by Sawai et al. (2007). Modified 
from 1/25000-scale map of Geographical Survey Institute of Japan, [Watari], 
[Kakuta], [Marumori], [Arahama], [Yamashita], [Shinchi].
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第 3 図．仙台市における調査地点．国土地理院発行の 2 万 5 千分の 1 地形図「仙台東南部」を使用．
第 3 図．仙台市における調査地点．国土地理院発行の 2万 5 千分の 1 地形図「仙台東南部」を使用．
Fig. 3. Coring site at Sendai City. Modified from 1/25000-scale map of Geographical Survey Institute of Japan, 

[Sendai Tounanbu]. 
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第 4 図．仙台市における調査地点．国土地理院発行の 2万 5 千分の 1 地形図「仙台東南部」を使用．
Fig. 4. Coring site at Sendai City. Modified from 1/25000-scale map of Geographical Survey Institute of Japan, 

[Sendai Tounanbu]. 
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第 5 図．名取市における調査地点．国土地理院発行の 2万 5 千分の 1 地形図「仙台空港」「岩沼」を使用．
Fig. 5. Coring site at Natori City. Modified from 1/25000-scale map of Geographical Survey Institute of Japan, 

[Sendai Kuukou], [Iwanuma]. 
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ハンドコアラーを用いた宮城県仙台平野（仙台市・名取市・岩沼市・亘理町・山元町）における古津波痕跡調査

第 6 図．亘理町における調査地点．国土地理院発行の 2万 5 千分の 1 地形図「亘理」「荒浜」を使用．
Fig. 6. Coring site at Watari Town. Modified from 1/25000-scale map of Geographical Survey Institute of Japan, 

[Watari], [Arahama]. 
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第 7 図．亘理町における調査地点．国土地理院発行の 2万 5 千分の 1 地形図「山下」を使用．
Fig. 7. Coring site at Watari Town. Modified from 1/25000-scale map of Geographical Survey 

Institute of Japan, [Yamashita]. 
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第８図．仙台市の測線（大沼東－仙台東 IC）における地質柱状図
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第 8 図．仙台市の測線（大沼東－仙台東 IC）における地質柱状図．
Fig. 8. Lithostratigraphy on the transect at Sendai City [Oonuma Higashi-Sendai Higashi IC].
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Fig. 9. Lithostratigraphy on the transect at Sendai City [Oonuma Higashi-Sendai Higashi IC].
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Fig. 10. Lithostratigraphy on the transect at Sendai City [Oonuma Higashi-Sendai Higashi IC].
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Fig. 11. Lithostratigraphy on the transect at Sendai City [Minami Naganuma Higashi-Kasuminome].
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Fig. 12. Lithostratigraphy on the transect at Sendai City [Minami Naganuma Higashi-Kasuminome].
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Fig. 13. Lithostratigraphy on the transect at Sendai City [Minami Naganuma Higashi-Kasuminome].
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第 14 図．名取市の測線における地質柱状図．赤字で記した地点は，澤井ほか（2007）で記載したもの．
Fig. 14. Lithostratigraphy on the transect at Natori City. Locations written by red letters have described in 

Sawai et al. (2007).
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Fig. 15. Lithostratigraphy on the transect at Natori City. Locations written by red letters have described in 

Sawai et al. (2007).
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Fig. 16. Lithostratigraphy on the transect at Natori City [Medeshima].



澤井祐紀・宍倉正展・小松原純子 ハンドコアラーを用いた宮城県仙台平野（仙台市・名取市・岩沼市・亘理町・山元町）における古津波痕跡調査

61

051207-3

腐食に富んだ泥層

腐食質堆積物（分解質泥炭層）

泥層

砂質泥層・泥質砂層

イベント砂層

火山灰層

明瞭な地層境界

漸移的な地層境界

級化構造

砂層

第１７図．亘理町の測線における地質柱状図

根茎

051207-2051207-4051207-5051207-1051207-6051207-7051207-8
0

1

2

深さ (m)
0

1

2

051207-9051207-10
0

1

2

深さ (m)
0

1

2

材化石 葉

海側

亘理町

本図の下段へ

本図の上段へ陸側J’

J

To-a

W1
W2

W3

W4

第 17 図．亘理町の測線における地質柱状図．
Fig. 17. Lithostratigraphy on the transect at Watari Town.
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Fig. 18. Lithostratigraphy on the transect at Watari Town. Locations written by red letters have described 

in Sawai et al. (2007).



澤井祐紀・宍倉正展・小松原純子 ハンドコアラーを用いた宮城県仙台平野（仙台市・名取市・岩沼市・亘理町・山元町）における古津波痕跡調査

63

051209-2051209-3051209-4051209-5051209-6051209-7051209-8051209-9
0

1

2

深さ (m)
0

1

2

051209-10051209-11051209-12051209-13051209-14051209-15051209-16051209-17
0

1

2

3

深さ (m)
0

1

2

3

腐食に富んだ泥層

腐食質堆積物（分解質泥炭層）

泥層

砂質泥層・泥質砂層

イベント砂層

火山灰層

明瞭な地層境界

漸移的な地層境界

腐食質堆積物（木本・草本質泥炭層）

級化構造

礫

砂層

第１９図．亘理町の測線における地質柱状図

根茎

海側

亘理町

本図の下段へ

本図の上段へ陸側L’

L

W3
W4
W5

To-a

W3
W4
W5
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Fig. 19. Lithostratigraphy on the transect at Watari Town.
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Fig. 20. Lithostratigraphy on the transect at Watari Town.
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Fig. 21. Lithostratigraphy on the transect at Yamamoto Town. Locations written by red letters have 

described in Sawai et al. (2007).
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Fig. 22. Lithostratigraphy on the transect at Yamamoto Town. Locations written by red letters have 

described in Sawai et al. (2007).
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第 26 図．各地域で見られるイベント堆積物．澤井ほか（2007）を改変．
Fig. 26. Correlation of sand sheets. Modified from Sawai et al. (2007).

第 27 図．本研究で得られた炭素年代とOxCal によって得られたイベント年代．
Fig. 27. Radiocarbon ages and age of each event calibrated by OxCal.
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